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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

トラック運送事業者のための経営のヒント【増えてきた中小事業者の広報活動】…３
面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

101
（−2）

48
（+4）

28
（±0）

7
（+3）

184
（+5）

交通事故死者数（人）

11月30日現在 2月14日現在

2,352
（−189）

274
（−36）

全国の死亡
事故件数

2,303
（−186）

令和３年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和３年10月 117.90 109.16 118.55
令和３年11月 120.34 111.49 120.18
令和３年12月 116.68 105.91 116.15

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

荷
主
企
業
に
対
し
て
送
付
し
た
、

「
適
正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
、
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
へ
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

全ト協

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
21
日
か
ら
順
次
︑
国
土

交
通
省
と
連
名
で
︑
荷
主
企

業
約
４
万
５
千
社
に
対
し

て
︑
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
窮

状
を
訴
え
る
と
と
も
に
︑
今

後
も
安
定
し
た
輸
送
力
を
確

保
す
る
た
め
に
︑﹁
燃
料
価

格
高
騰
に
伴
う
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
制
の
導
入
に
つ
い
て
﹂

の
文
書
と
と
も
に
︑
適
正
な

運
賃
・
料
金
の
収
受
︑
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
へ
の
理
解
を

求
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
写

真
）
お
よ
び
︑
標
準
的
な
運

賃
の
告
示
制
度
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
た
︒

　

ま
た
︑
主
要
な
荷
主
事
業

者
団
体
に
対
し
て
も
︑
同
様

の
内
容
を
送
付
し
︑
併
せ
て

荷
主
団
体
傘
下
会
員
企
業
に

対
す
る
周
知
依
頼
を
行
っ
た
︒

　

適
正
な
運
賃
・
料
金
の
収

受
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
へ

の
理
解
を
求
め
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
は
︑
①
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
と
は
︑
燃
料
等
の
価

格
の
上
昇
・
下
落
に
よ
る
コ

ス
ト
の
増
減
分
を
別
建
て
の

料
金
と
し
て
設
定
す
る
制
度

で
あ
る
こ
と
︑
②
令
和
２
年

４
月
に
国
交
省
が
告
示
し
た

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
で
は
︑

軽
油
の
基
準
価
格
が
１
０
０

円
／
㍑
に
設
定
さ
れ
て
お

り
︑
そ
れ
を
上
回
る
場
合
は

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
必
要

と
な
る
こ
と
︑
③
運
送
委
託

者
が
運
送
事
業
者
か
ら
燃
料

費
等
の
上
昇
コ
ス
ト
を
運
賃

・
料
金
に
反
映
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
︑
運
賃
・
料
金
を
不
当
に

据
え
置
く
こ
と
は
︑
下
請
代

金
支
払
遅
延
等
防
止
法
（
下

請
法
）・
独
占
禁
止
法
に
違

反
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
と
も

に
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
に
よ
る
荷
主
等
に
対
す
る

﹁
働
き
か
け
﹂︑﹁
要
請
﹂︑﹁
勧

告
・
公
表
﹂
の
対
象
と
な
る

こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
︒

　

ま
た
要
請
文
書
で
も
︑
燃

料
価
格
の
高
騰
分
に
つ
い
て

は
︑
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
収
受
で
き
て
い
な

い
実
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
利
用
す
る

荷
主
企
業
に
対
し
て
﹁
燃
料

価
格
高
騰
に
よ
る
事
業
者
の

窮
状
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と

と
も
に
︑
安
定
し
た
輸
送
力

を
確
保
す
る
た
め
に
も
特
段

の
ご
配
慮
を
﹂と
要
請
し
た
︒

　

な
お
︑
政
府
は
燃
料
高
騰

対
策
と
し
て
︑
取
引
事
業
者

全
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
︑
労
務
費
︑
原
材
料

費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の

上
昇
分
を
適
切
に
転
嫁
で
き

る
環
境
整
備
を
行
う
た
め
︑

昨
年
12
月
27
日
﹁
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価
値
創
造

の
た
め
の
転
嫁
円
滑
化
施
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
を
策
定
し
︑

１
月
か
ら
３
月
ま
で
を
﹁
転

嫁
対
策
に
向
け
た
集
中
取
組

期
間
﹂
と
し
て
︑
政
府
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
政
府
の
取
り
組
み
に
併

せ
︑
荷
主
企
業
へ
の
文
書
発

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

掲
載
な
ど
燃
料
費
等
の
転
嫁

対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
が
︑
こ
の
一
環
と
し
て
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑

国
交
省
と
の
連
名
で
荷
主
業

界
向
け
専
門
紙
16
紙
へ
適
正

な
運
賃
・
料
金
の
収
受
︑
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
へ
の
理
解

を
求
め
る
広
告
を
︑
２
月
18

日
~
28
日
の
間
に
順
次
掲
載

す
る（
２
面
に
広
告
を
掲
載
）︒

要
請
!! 

燃
料
高
騰
で
荷
主
４
万
５
千
社
に
発
信

点
検
の
実
施

や
︑
タ
イ
ヤ
交

換
後
50
~
１
０

０
㌔
㍍
走
行
後

を
目
安
に
増
し

締
め
の
実
施
が

欠
か
せ
な
い
︒
特
に
︑
脱
落

の
多
い
左
後
輪
に
つ
い
て
は
︑

日
頃
か
ら
重
点
的
に
点
検
を

行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
回
の
緊

急
決
議
採
択
を
受
け
︑
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
①
各
事

業
所
に
お
け
る
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
の
車
輪
取
り
付
け
状
態

の
緊
急
点
検
の
実
施
︑
②
整

備
管
理
者
等
に
よ
る
日
常
点

検
の
励
行
（
特
に
︑
ト
ラ
ッ

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
全
ト

協
な
ど
関
係
業
界
の
協
力
の

も
と
︑﹁
令
和
３
年
度
緊
急

対
策
﹂
に
よ
る
﹁
大
型
車
の

車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
﹂（
２
月
28
日
ま
で
）

を
展
開
し
て
い
る
が
︑
こ
の

冬
も
引
き
続
き
車
輪
脱
落
事

故
が
多
数
発
生
し
て
い
る
︒

　

車
輪
脱
落
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
は
︑
確
実
な
タ
イ
ヤ
交

換
作
業
・
交
換
後
の
確
実
な

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
に
よ
る

運
行
前
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

左
後
輪
の
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト

の
緩
み
の
有
無
を
︑﹁
ホ
イ
ー

ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
﹂︑﹁
点

検
ハ
ン
マ
ー
﹂
な
ど
に
よ
り

重
点
的
に
確
認
）︑
③
整
備

管
理
者
等
に
よ
る
︑
国
が
定

め
た
﹁
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
管

理
表
﹂
に
よ
る
タ
イ
ヤ
交
換

作
業
の
確
実
な
実
施
︑
お
よ

び
交
換
後
の
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ

ト
増
し
締
め
の
確
実
な
実
施

︱
︱
に
つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
︑
再
発
防
止
に
努

め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
く
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
は
︑﹁
大
型
車
の

車
輪
脱
落
事
故
防
止
に
関
す

る
緊
急
決
議
﹂
を
同
封
し
て

い
る
︒

ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
使
用
し
て
適
正
ト
ル
ク
で
締
め
付
け
を

法
の
定
め

4

4

4

4

に
よ
る
「
標
準
的
な
運
賃
」

「
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」
に
理
解
を
求
め
る

国
交
省
と
連
名
で
文
書
等
送
付

国
交
省
と
連
名
で
文
書
等
送
付

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
２
月
８
日
に
第

１
１
８
回
﹁
交
通
対
策
委
員
会
﹂（
工
藤
修
二

委
員
長
）
を
書
面
審
議
に
て
開
催
し
︑
冬
季

に
増
加
し
て
い
る
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

防
止
に
向
け
て
の
緊
急
決
議
を
採
択
し
た
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
︑
国
民
生
活
と
社
会

経
済
活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
な
事
業
と
し
て
︑
日
夜
国
内
の
物
流

を
担
っ
て
い
る
︒
そ
の
一
方
で
︑
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
の
車
輪
脱
落
事
故
は
︑
輸
送
の
安

全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
︑
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
︒

　

全
ト
協
で
は
緊
急
決
議
採
択
を
通
じ
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
車
輪
脱
落

事
故
防
止
に
向
け
て
取
り
組
み
︑
同
種
事
故

の
再
発
防
止
に
努
め
る
必
要
性
を
強
く
訴
え

て
い
く
︒

全ト協HP
はこちら

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
ゼ
ロ
へ

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
ゼ
ロ
へ
!!!!

「
緊
急
点
検
実
施
」「
日
常
点
検
励
行
」
な
ど

対
策
の
徹
底
を
強
く
呼
び
か
け

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
に
関
す
る
緊
急
決
議

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
に
関
す
る
緊
急
決
議
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（2）第2194号（第3種郵便物認可）令和4年（2022年）2月15日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

燃燃料料費費のの上上昇昇分分のの負負担担をを拒拒むむとと

法法令令違違反反とと ななるる 恐恐れれががあありり まますす！！！！

運送委託者が運送事業者から 燃料費等の上昇コスト を運賃・ 料金に反映

すること を求めら れたにも かかわらず、　運賃・ 料金を不当に据え置く こと

は、 下請法・ 独占禁止法に違反する恐れがあります。 また、 貨物自動車

運送事業法による 荷主等に対する「 働き かけ」「 要請」「 勧告・ 公表」

の対象と なります。

ここ んんなな取取引引をを目目指指しし まましし ょょ うう ！！

●運送事業者と 定期的に協議し 、運賃・ 料金を見直し ましょう 。

●急激な燃料価格上昇など突発的な事態に際し ては、 随時、 協議により 運賃・

　 料金を見直し ましょう 。

安安定定的的なな輸輸送送をを確確保保すするるたためめににはは、、標標準準的的なな運運賃賃※※とと 燃燃料料ササーーチチャャーージジ等等、、

適適正正なな運運賃賃・・ 料料金金のの収収受受がが必必要要でですす。。

燃料サーチャ ージ と は、燃料等

の価格の上昇・ 下落によ る コ ス

ト の増減分を 別建ての運賃と し

て設定する制度です。

政政府府ははエエネネルルギギーーココスストト ななどどのの上上昇昇をを踏踏ままええたた
価価格格転転嫁嫁対対策策にに全全力力でで取取りり 組組んんででいいくく ここととににななりりままししたた

～～適適正正なな運運賃賃・・ 料料金金のの収収受受、、燃燃料料ササーーチチャャーージジににごご理理解解をを！！！！～～

政政府府でではは、、成成長長とと 分分配配のの好好循循環環をを実実現現すするるたためめ、、地地域域経経済済のの雇雇用用

をを 支支ええるる 中中小小企企業業がが適適切切にに価価格格転転嫁嫁をを 行行いい、、適適正正なな利利益益をを 得得らら

れれるるよようう 、、環環境境整整備備をを 行行うう こことと とと しし 、、「「 パパーートト ナナーーシシッッ ププにによよるる 価価

値値創創造造ののたためめのの転転嫁嫁円円滑滑化化施施策策パパッッ ケケーージジ」」※※をを策策定定しし まましし たた。。

そそのの中中でで、、「「 違違反反行行為為情情報報提提供供フフォォーームム」」 をを設設置置しし 、、買買いいたたたたききなな

どどのの違違反反行行為為がが疑疑わわれれるる情情報報をを積積極極的的にに収収集集しし てていいまますす。。

荷荷主主のの皆皆様様ににはは、、「「 パパーートト ナナーーシシッッ ププのの構構築築」」、、「「 取取引引慣慣行行やや商商慣慣

行行のの是是正正」」 ななどどににつつききまましし てて、、格格段段ののごご配配慮慮ををおお願願いいいいたたしし まますす。。

■■パパーートト ナナーーシシッッ ププのの構構築築ががカカ ギギでですす。。

※「 パート ナーシップによる価値創造のための

　 転嫁円滑化施策パッケージ（ 内閣官房）」 の詳細は、

　 こ ちらでご確認く ださ い。

※「 標準的な運賃」の

　 詳細は、こちらで

　 ご確認く ださ い。

標標準準的的なな運運賃賃

輸輸送送ココスストト 燃燃料料価価格格

燃燃料料ササーーチチャャーージジ 価価格格変変動動

通通常常価価格格
燃燃料料費費

高高騰騰！！

単単位位  円円 //ℓℓ

（（ 出出所所））全全日日本本トト ララッックク協協会会　　 軽軽油油価価格格調調査査　　 ススタタンンドド 価価格格
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105

110

115

120

125

燃燃料料ササーーチチャャ ーージジがが
適適用用ささ れれるる価価格格帯帯

燃燃料料ササーーチチャャ ーージジはは
適適用用ささ れれなないい価価格格帯帯

「「 標標準準的的なな運運賃賃」」でではは、、軽軽油油のの

基基準準価価格格がが11 00 00 円円 //ℓℓ にに設設定定

燃料サーチャ ージの

導入など燃料費の上昇を

踏まえた運賃・ 料金の

見直し の協議を

拒んでいませんか？

～安全運転知識編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		疲労の影響がもっとも強く現れるのは、ペダル操作をする足であ
る。（	○・×	）

❷		明るさが急に変わると、視力は一時急激に低下する。（	○・×	）

❸		衝撃力は、衝撃の作用が短時間に行われるほどその力は小さくな
る。（	○・×	）

❹		タイヤと路面との摩擦係数が小さくなると制動距離は長くなる。
（	○・×	）

❺		大型自動車や中型自動車は普通自動車に比べて、運転席の位置が
高く、見下ろす形となるため、車間距離が実際よりも短く感じら
れる。（	○・×	）

（解答は7面）

体調管理と慎重な運転で事故防止
〔第112回〕

　暖かい日も徐々に増え、春の足音が感じられる時期ですが、
いまだにオミクロン株による新型コロナウイルス感染症が、全
国的に猛威を振るっています。オミクロン株は感染力が強く、
個々の感染予防対策が不可欠です。また、この時期は、新型コ
ロナウイルス感染症だけでなく、インフルエンザなど、他の感
染症にも注意を払う必要があります。
　車の運転でも、油断していると道路の凍結などでスリップし
事故を起こす危険があります。体調管理をしっかり行うととも
に、一層の安全運転を心がけることが大切です。

●感染症対策も万全に

Ａさん「新型コロナウイルスの新種株のオミクロン株が猛威を
振るっていて、まだまだ今後の予測が立てづらい日が
続いているね」

Ｂさん「そうだね。このまま早く終息してほしいと思うよ。知
り合いの運送会社では、何人かのドライバーが濃厚接
触者になって、運行計画に大きな影響が出たと聞いた
よ」

Ａさん「物流が滞ると、僕たちはもちろん社会全体に大きな影
響を及ぼすからね。また、この時期はインフルエンザ
や風邪にも注意を払わないといけない。熱などの症状
があると、今は新型コロナウイルス感染を考えないと
いけないから、業務が滞る危険がある。全員が新型コ
ロナウイルス感染症はもちろん、インフルエンザ、風
邪などの感染症対策をしっかり行うことだね」

Ｂさん「そのとおり。Ａさんはどんな対策をしているの」
Ａさん「やっぱり、こまめな手洗いとマスクの着用、咳エチケッ

トは気をつけているよ。あと、事務所のみんなが集ま
る場所は、しっかり換気するように心がけているよ。
Ｂさんはどんなことに気をつけているの」

Ｂさん「Ａさんと同じようなことをやっているよ。それとＡさん
もやっていると思うけど、車内の清掃と消毒にも気を
遣っているよ。あと、人とはしっかり距離をとるという
ことかな」

Ａさん「できる対策をしっかりやって、感染症にかからないよ
うにすることが大切だね」

●風邪の症状を甘くみない

Ｂさん「そのとおり。ただ、熱の症状がなく、くしゃみや鼻水な
どが出るなど、『ちょっと風邪っぽいなぁ』というのが
やっかいなんだよ。『薬を飲んでいれば大丈夫だろ
う』と考え、運転している人が少なくない」

Ａさん「『風邪ぐらいで休めるか』というドライバーはまだいる
からね。ただ、運転中にくしゃみが頻発すると、前方か
ら視線が外れ追突する危険もある。また、ハンドル操
作をミスして横転する危険もある」

Ｂさん「この時期は、まだ道路も凍結しているところも多いか
ら、スリップの危険もあるしね」

Ａさん「あと、薬は眠くなるなどの副作用があるから、安易な
服用は控えた方がいいね」

Ｂさん「今は、健康管理が仕事をする上で最も大切なことかも
しれないね」

Ａさん「本当だね」

●まだまだ冬道への注意が必要

Ｂさん「これから徐々に暖かい日が増えてくるけど、まだまだ

油断は禁物だね」
Ａさん「そうだね。雪が降っていないところでも、路面が凍結

していることがあるから気をつけないといけないよ」
Ｂさん「凍結路面は、雪が積もった道路に比べて見分けがつき

にくいから発見が遅れがちになる。特に気温が下がる
深夜から早朝にかけて雨が降った後などは、凍結を
予想して慎重に運転するようにしているよ」

Ａさん「また、凍結路面は積雪路面よりも滑りやすいため、停
止距離が長くなるだけでなく、わずかな操作ミスがス
リップを招くからね。特に橋の上、トンネルの出入口、
日陰部分などは凍結しやすいので、そんな場所を走行
する時は、しっかり減速して慎重にしてほしいよ」

Ｂさん「健康管理と慎重な運転で、冬を無事故で終わらせて、
気持ちよく春を迎えたいな」

事
故
防
止
）
=
Ｂ

◆ 

環
境
の
保
全
（
Ｃ
Ｏ
２
削

減
）
=
Ｂ

◆ 

事
業
適
正
化
①
（
巡
回
指

導
）
=
Ａ
︑
同
②
（
安
全

性
評
価
事
業
）
=
Ａ

◆ 

輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善
・
向

上
①
（
輸
送
相
談
・
引
越

優
良
認
定
）
=
Ｂ
︑
同
②

（
資
金
融
通
支
援
）
=
Ａ

　

ま
た
︑
４
年
度
事
業
計
画

書
案
︑
元
年
度
出
捐
金
事
業

評
価
に
お
け
る
委
員
提
言
等

の
予
算
・
事
業
計
画
等
へ
の

反
映
状
況
に
つ
い
て
︑
説
明

を
行
っ
た
︒

４
年
度
交
通
対
策
事
業
計

画
案
な
ど
を
承
認

第
１
１
８
回「
交
通
対
策
委
員
会
」

　

第
１
１
８
回
﹁
交
通
対
策

委
員
会
﹂（
工
藤
修
二
委
員

長
）
が
２
月
８
日
︑
書
面
審

議
に
て
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
（
書
面
審
議
事
項
）

で
は
︑
①
令
和
４
年
度
事
業

計
画
（
案
）︑
②
交
通
事
故

の
発
生
状
況
等
︑
③
飲
酒
運

転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
︑
④
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
防
止
対
策
（
１
面
に
関

連
）
︱
︱
に
つ
い
て
審
議
・

承
認
し
た
︒

　

４
年
度
交
通
対
策
事
業
計

画
（
案
）
で
は
︑
道
路
交
通

法
の
一
部
改
正
に
伴
う
運
転

免
許
制
度
改
正
関
係
と
し

て
︑
①
５
月
13
日
施
行
の
19

歳
か
ら
大
型
免
許
等
の
取
得

可
能
な
﹁
特
例
教
習
制
度
﹂

の
周
知
︑②
中
・
大
型
車
へ
の

﹁
Ａ
Ｔ
限
定
免
許
﹂
制
度
創

設
︱
︱
を
盛
り
込
ん
だ
ほ

か
︑
交
通
事
故
防
止
関
係
で

は
︑
策
定
か
ら
２
年
目
と
な

る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け

る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

５
﹂
に
基
づ
き
︑
①
依
然
と

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
飲
酒
運
転
と
い
う
反
社
会

的
行
為
の
根
絶
を
図
る
た

め
︑
令
和
３
年
９
月
６
日
に

開
催
さ
れ
た
第
１
１
７
回﹁
交

通
対
策
委
員
会
﹂（
工
藤
修

二
委
員
長
）
に
お
い
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
飲
酒

運
転
を
根
絶
す
る
こ
と
を
決

議
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

挙
げ
て
︑
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
る
︒

　

３
年
６
月
︑
千
葉
県
で
飲

酒
運
転
の
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク

が
小
学
生
の
列
に
突
っ
込
み
︑

死
傷
者
が
出
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
故
が
発
生
︒
こ
う
し

た
飲
酒
死
亡
事
故
な
ど
を
背

景
に
︑
全
ト
協
で
は
３
年
９

月
︑
業
界
全
体
と
し
て
飲
酒

運
転
根
絶
意
識
を
共
有
す
る

と
と
も
に
︑
関
係
者
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

事
例
に
つ
い
て
情
報
共
有
化

を
図
り
︑
各
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
飲
酒
運
転
根
絶
に
向

け
た
効
果
的
な
取
り
組
み
を

積
極
的
に
展
開
す
る
︱
︱
等

を
行
う
よ
う
強
く
求
め
た
︒

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
︑
国

土
交
通
省
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
等
か
ら
全
ト
協
が
集
計
し

た
結
果
︑
令
和
３
年
中
の
飲

酒
運
転
事
故
件
数
は
︑
２
年

の
25
件
に
比
べ
︑
20
件
（
５

件
減
）
と
な
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転
事

故
が
な
く
な
ら
な
い
状
況
を

踏
ま
え
︑
全
ト
協
で
は
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
引
き
続

き
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

令
和
２
年
度
出
捐
金
事
業

実
績
の
評
価
を
決
定

第
16
回
「
運
輸
事
業
振
興
助
成
交

付
金
出
捐
金
事
業
評
価
機
関
会
議
」

　

２
月
４
日
︑
第
16
回
﹁
運

輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金
出

捐
金
事
業
評
価
機
関
会
議
﹂

︹
委
員
長
・
杉
山
武
彦
（
公

財
）高
速
道
路
調
査
会
顧
問
︺

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

同
会
議
は
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
実
施
す
る
出
捐

金
事
業
に
つ
い
て
︑
透
明
性

の
確
保
の
観
点
か
ら
毎
年
度

の
事
業
実
績
を
評
価
す
る
︒

今
回
は
︑
令
和
２
年
度
事
業

に
お
け
る
評
価
を
決
定
し
た
︒

　

評
価
対
象
事
業
項
目
お
よ

び
評
価
結
果
は
次
の
通
り

（
評
価
方
法
=
Ａ
:
優
れ
た

実
施
状
況
︑
Ｂ
:
お
お
む
ね

順
調
な
実
施
状
況
︑
Ｃ
:
順

調
な
実
施
状
況
に
な
く
︑
事

業
の
見
直
し
等
が
必
要
）︒

◆ 

輸
送
の
安
全
の
確
保
①

（
交
通
事
故
防
止
）=
Ｂ
︑

同
②
（
労
災
事
故
防
止
）

=
Ａ
︑
同
③
（
健
康
起
因

運
送
業
界
か
ら
飲
酒
運
転
を

根
絶
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
︒

　

同
決
議
で
は
︑
①
各
事
業

所
に
お
い
て
︑
乗
務
前
後
の

対
面
点
呼
時
は
も
と
よ
り
︑

電
話
そ
の
他
の
方
法
で
行
う

点
呼
の
場
合
で
も
︑
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
器
を
用
い
た
酒
気

帯
び
の
有
無
の
確
認
が
確
実

に
行
え
る
点
呼
実
施
体
制
が

確
立
さ
れ
て
い
る
か
の
再
確

認
と
︑
必
要
に
応
じ
た
見
直

し
︑
②
交
通
安
全
運
動
等
の

機
会
を
捉
え
︑
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
関
係
し
た
飲
酒
運
転

事
故
事
例
の
周
知
な
ど
に
よ

り
運
転
者
に
対
す
る
飲
酒
運

転
根
絶
意
識
の
徹
底
︑
③
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

た
他
都
道
府
県
の
取
り
組
み

し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
﹁
車

輪
脱
落
事
故
﹂
の
実
効
性
が

伴
う
防
止
対
策
︑
②
﹁
飲
酒

運
転
﹂
根
絶
へ
の
取
り
組
み

の
さ
ら
な
る
強
化
︱
︱
を
盛

り
込
ん
だ
︒

　

ま
た
︑
①
災
害
物
流
専
門

家
研
修
の
実
施
状
況
等
︑
②

運
転
免
許
制
度
の
見
直
し
状

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
18
日
~
28
日
に
か
け

て
︑国
土
交
通
省
と
連
名
で
︑

16
の
主
要
な
荷
主
業
界
向
け

専
門
紙
に
︑﹁
政
府
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
な
ど
の
上
昇

を
踏
ま
え
た
価
格
転
嫁
対
策

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た　

~
適

正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
︑

況
︑
③
３
年
度
国
土
交
通
省

補
正
予
算
︱
︱
に
つ
い
て
︑

報
告
を
行
っ
た
︒

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
ご
理

解
を
‼
~
﹂
と
題
す
る
︑
燃

料
高
騰
対
策
に
係
る
広
告

（
左
下
）
を
掲
出
す
る
︒

　

広
告
は
︑
政
府
が
令
和
３

年
12
月
に
策
定
し
た
﹁
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価
値

創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑
化

施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂の
中
で
︑

荷
主
に
よ
る
﹁
違
反
行
為
情

報
提
供
フ
ォ
ー
ム
﹂
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

た
ほ
か
︑
今
後
も
安
定
的
な

輸
送
力
を
確
保
す
る
た
め
に
︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
と
﹁
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
﹂
等
︑
適

正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
が

必
要
で
あ
る
と
訴
え
る
と
と

も
に
︑
燃
料
費
の
上
昇
分
の

負
担
を
拒
む
と
︑
法
令
違
反

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
掲
載
紙
名
と
掲
載

日
は
別
表
の
通
り
︒

自
民
党
雇
用
問
題
調
査
会

の
議
員
等
に
対
し
て
要
望

活
動
を
実
施

雇
調
金
特
例
措
置
の

延
長
を
巡
り

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
９
日
︑
自
由
民
主
党
雇

用
問
題
調
査
会
・
国
土
交
通

部
会
の
議
員
等
に
対
し
て
︑

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
期
間
延
長
に
関
す
る
要
望

書
を
提
出
し
た
︒

　

雇
用
調
整
助
成
金
は
︑
事

業
主
が
労
働
者
に
休
業
手
当

等
を
支
払
う
場
合
︑
そ
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
で
︑
特

例
措
置
に
よ
り
助
成
率
お
よ

び
上
限
額
の
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
同
特
例
措

置
が
今
年
３
月
末
ま
で
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
雇
用
継
続
の
た
め
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
問
題
が
一
段
落
す

る
ま
で
の
間
︑
特
例
措
置
を

延
長
す
る
よ
う
要
望
し
た
︒

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

第16回「運輸事業振興助成交付金出捐金事業
評価機関会議」（2月4日、全ト協）

（
２
月
15
日
〜
28
日
）

▽
２
月
15
日

・
第
52
回
環
境
対
策
委
員
会（
書

面
開
催
）

▽
２
月
17
日

・
令
和
３
年
度
第
３
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

▽
２
月
18
日

・
令
和
３
年
度
青
年
部
会
全
国
大

会（
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

▽
２
月
21
日

・
第
７
回
施
設
事
業
委
員
会

▽
２
月
22
日

・
第
56
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
２
月
24
日

・
第
17
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員
会

（
書
面
開
催
）

▽
２
月
28
日

・
第
73
回
広
報
委
員
会

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
適
用
に

伴
い
食
堂
等
施
設
の
運
営
時
間
を
短
縮

札
幌
・
苫
小
牧
・
茨
城
・
矢
板
・
大
宮
・
金

沢
・
浜
松
・
安
城
・
亀
山
・
大
阪
・
鳥
栖
・

諫
早
・
大
分
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

札
幌
・
苫
小
牧
・
茨
城
・
矢
板

・
大
宮
・
金
沢
・
浜
松
・
安
城
・

亀
山
・
大
阪
・
鳥
栖
・
諫
早
・
大

分
の
各
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
﹁
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
﹂
適
用
に
伴
う

各
道
府
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
︑

食
堂
等
施
設
の
運
営
時
間
を
短
縮

し
て
い
る
︒

　

各
Ｔ
Ｓ
の
食
堂
等
施
設
の
運
営

時
間
の
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄
は
︑３
月
５
日
号
の
予
定
で
す
︒

 

広
報
室

荷
主
業
界
向
け
専
門
紙
へ
「
適
正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
」、

荷
主
業
界
向
け
専
門
紙
へ
「
適
正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
」、

「
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」
に
理
解
を
求
め
る
広
告
を
掲
載

「
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」
に
理
解
を
求
め
る
広
告
を
掲
載

表　適正な運賃・料金収受と燃料サーチャージに
係る荷主向け専門紙の広告掲載日（16 紙）

新聞名 掲載日
日刊建設工業新聞 2 月 18 日

日本農業新聞 2 月 25 日
日刊紙業通信 2 月 25 日

鉄鋼新聞 2 月 25 日
化学工業日報 2 月 24 日
醸界タイムス 2 月 25 日
セメント新聞 2 月 21 日

日刊自動車新聞 2 月 21 日
繊研新聞 2 月 22 日

日本食糧新聞 2 月 25 日
ゴムタイムス 2 月 21 日
みなと新聞 2 月 25 日

サッシタイムス 2 月 21 日
日刊木材新聞 2 月 25 日
ガラス新聞 2 月 28 日

日本物流新聞 2 月 25 日

令和３年度「『ホワイト物流』推進運動セミナー」
オンラインセミナーにて開催（全 6回）

　国土交通省では、「ホワイト物流」推進運動のさらなる推進
のため、令和４年３月まで月１回「『ホワイト物流』推進運動
セミナー」を開催しています。
　同セミナーでは、同運動に取り組んでいる事業者が、各種
取組事例について紹介します。

■開催日程・セミナープログラム
・第６回：３月９日㈬　13:00～ 15:55
・「ホワイト物流」推進運動の紹介（動画）
・�最近の物流政策について（仮）�（講師：国土交通省自動車局貨
物課）

・�物流効率化の取組み～荷主だからできること、取り組んで欲
しいこと～（講師：㈱富士通総研）

・北海道地区モーダルシフトによる持続可能な物流の実現
（講師：㈱ホンダアクセス）

・�みんなでつながる、新しい物流のカタチ―社会課題の解決に
向けたNLJの取組み―

（講師：NEXT�Logistics�Japan㈱）
※�下線の内容は全講演共通

■参加申し込み
　セミナーは事前申込制で参加無料です。申
し込みは、「『ホワイト物流』推進運動セミナ
ー参加申し込みフォーム」（二次元コード）
からオンラインで行うことができます。

国交省

（関連1面）

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
飲
酒
運
転

「
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
」
へ
の
取
り
組
み

継
続
を
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
は
︑
中
小
事
業
者
で
も
広

報
活
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
︒
ま
た
︑
広
報
担
当
者

を
お
く
事
業
者
も
出
て
き
た
︒

　

例
え
ば
︑
昨
年
４
月
に
新
卒
入

社
の
女
性
５
人
で
構
成
す
る
広
報

専
門
部
署
を
新
設
し
た
中
小
事

業
者
が
い
る
︒
５
人
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
︑
様
々
な
情
報
を
社

内
外
に
発
信
し
て
企
業
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
︒﹁
４
月

に
広
報
活
動
を
開
始
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
し
た
ら
︑
早
く
も

８
月
に
は
︑
そ
れ
を
見
て
応
募
し

て
き
た
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
た
﹂

と
い
う
︒

　

同
社
で
は
﹁
自
分
た
ち
は
こ
ん

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
と
ア
ピ

ー
ル
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
い
︒

そ
こ
で
︑
物
流
は
男
の
仕
事
の
世

界
と
い
う
既
成
概
念
を
破
る
た
め

に
も
︑
女
性
の
目
線
か

ら
若
い
感
性
を
活
か
し

て
広
報
活
動
を
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
﹂
と

い
う
︒
業
界
の
イ
メ
ー

ジ
刷
新
も
目
的
だ
︒

　

同
社
は
大
手
事
業
者

で
は
な
い
︒
取
材
時
点

の
保
有
台
数
は
70
台

で
︑
従
業
員
数
は
90
人

規
模
で
あ
る
︒
ま
た
車
両
数
34

台
で
従
業
員
が
50
人
の
関
連
会

社
も
あ
る
が
︑
両
社
を
合
わ
せ

て
も
中
小
事
業
者
の
規
模
だ
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
最
近
は
中
小

事
業
者
で
も
広
報
部
署
を
設
置

し
て
︑
広
報
活
動
に
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
︒

　

そ
の
傾
向
を

裏
づ
け
る
よ
う

に
︑
今
年
１
月

の
わ
ず
か
20
日

ほ
ど
の
間
に
訪

ね
た
事
業
者
の

中
の
２
社
が
︑

広
報
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
た
︒

取
材
で
訪
ね
た

の
に
︑
先
方
の

広
報
担
当
者
か
ら

﹁
逆
取
材
﹂
さ

れ
た
の
で
あ
る
︒

も
ち
ろ
ん
︑
広

報
担
当
者
か
ら

質
問
さ
れ
た
り
し
た
の
で
は
な

い
︒
取
材
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

写
真
に
撮
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

﹁
当
社
が
こ
の
よ
う
な
人
か
ら

取
材
を
さ
れ
ま
し
た
︑
と
社
内

や
社
外
に
向
け
て
広
報
す
る
﹂

と
い
う
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
だ
︒

　

こ
の
う
ち
の
１
社
は
本
社
・
営

業
所
を
合
わ
せ
た
保
有
台
数
が
５

５
０
台
（
そ
の
他
に
ト
レ
ー
ラ
の

シ
ャ
ー
シ
が
２
０
０
台
）
な
の
で
︑

地
場
事
業
者
の
中
で
は
大
手
と
い

え
る
だ
ろ
う
︒
取
材
で
訪
ね
た
の

は
本
社
で
は
な
く
支
店
だ
っ
た
が
︑

本
社
か
ら
広
報
担
当
者
が
来
て

﹁
取
材
中
の
写
真
を
撮
っ
て
︑
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
ア
ッ
プ

し
て
も
よ
い
で
す
か
﹂
と
い
う
の

で
︑
ど
う
ぞ
︑
ど
う
ぞ
と
い
っ
た
︒

す
る
と
早
速
︑
数
日
後
に
は
同
社

の
Ｈ
Ｐ
に
取
材
中
の
写
真
が
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
た
︒

　

今
年
１
月
に
取
材
先
の
広
報
担

当
者
か
ら
﹁
逆
取
材
﹂
さ
れ
た
も

う
１
社
は
︑
本
社
や
営
業
所
を
合

わ
せ
た
車
両
数
が
１
７
０
台
で
︑

そ
の
他
に
ト
レ
ー
ラ
の
シ
ャ
ー
シ
が

１
３
０
台
と
い
う
規
模
で
あ
る
︒

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
取
材
だ
っ
た

の
だ
が
︑
広
報
担
当
者
も
部
屋
の

隅
の
方
に
同
席
し
た
︒
や
は
り﹁
Ｈ

Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
広
報
活

動
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
﹂と
い
う
︒

　

こ
れ
ら
の
事
業
者
に
共
通
す
る

の
は
︑
従
来
と
比
べ
て
Ｈ
Ｐ
が
良

く
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
︒
ま
だ
十

分
と
は
い
え
な
い
が
︑
少
な
く
と

も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
は
進
化
し
て

き
て
い
る
︒

第
295
回

増えてきた中小事業者の広報活動

　

経
済
産
業
省
と
国
土
交
通

省
は
２
月
９
日
︑第
５
回
﹁
フ

ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

実
現
会
議
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
の
考
え
方
を
物
流
（
フ

ィ
ジ
カ
ル
）
に
適
用
し
た
新

し
い
物
流
の
仕
組
み
で
︑
同

会
議
は
︑
２
０
４
０
年
を
目

標
と
し
た
物
流
の
あ
る
べ
き

将
来
像
と
し
て
︑
我
が
国
に

お
け
る
﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
﹂
の
実
現
に
向

け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定

す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
昨
年

10
月
以
降
開
催
し
て
い
る
も

の
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

か
ら
は
︑
原
島
藤
壽
物
流
政

策
委
員
会
副
委
員
長
が
委
員

と
し
て
出
席
し
て
い
る
︒

　

今
回
の
会
議
で
は
︑
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
て
き
た
事
業
者

か
ら
の
取
組
紹
介
や
意
見
交

換
の
内
容
を
踏
ま
え
︑
事
務

局
よ
り
﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

案
﹂
が
提
示
さ
れ
た
︒

　

同
案
で
は
︑
フ
ィ
ジ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
実
現
す

る
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
︑

①
効
率
性
（
世
界
で
最
も
効

率
的
な
物
流
）︑
②
強
靭
性

（
止
ま
ら
な
い
物
流
）︑
③

良
質
な
雇
用
の
確
保
（
成
長

産
業
と
し
て
の
物
流
）︑
④
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
化

（
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

物
流
）︱
︱
を
掲
げ
た
上
で
︑

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
我
が
国
に
お
い
て
実
現
す

る
た
め
︑
２
０
４
０
年
を
目

標
年
次
と
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
提
示
し
た
︒

　

な
お
︑
同
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
︑
各
委
員
に
よ
る
意
見
交

換
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
年
度

内
に
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ

る
予
定
︒

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
健
康
起

因
事
故
報
告
件
数
が
増

加
に
転
じ
る事

業
用
自
動
車

健
康
起
因
事
故
対
策
協
議
会

　

国
土
交
通
省
は
２
月
２

日
︑
令
和
３
年
度
﹁
事
業
用

自
動
車
健
康
起
因
事
故
対
策

協
議
会
﹂（
座
長
・
酒
井
一
博

︹
公
財
︺
大
原
記
念
労
働
科

学
研
究
所
主
管
研
究
員
）
を

開
催
し
た
︒

　

同
協
議
会
で
は
︑
最
近
の

健
康
起
因
事
故
の
発
生
状
況

等
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図

る
と
と
も
に
︑
主
要
疾
病
の

早
期
発
見
に
有
効
な
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
の
普
及
方
策

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
︒

　

令
和
２
年
の
事
業
用
自
動

車
に
お
け
る
運
転
者
の
健
康

状
態
に
起
因
す
る
事
故
報
告

件
数
は
２
８
６
件
（
前
年
比

41
件
減
）
で
︑
平
成
30
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
転
じ

て
い
る
一
方
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
お

け
る
事
故
報
告
件
数
を
み
る

と
︑
令
和
元
年
に
は
77
件
と

前
年
（
98
件
）
か
ら
減
少
し

た
が
︑
２
年
は
１
０
４
件
と

再
び
増
加
に
転
じ
た
︒

　

疾
病
別
の
内
訳
で
は
︑
平

成
25
年
~
令
和
２
年
の
過
去

８
年
間
で
健
康
起
因
事
故
を

惹
起
し
た
運
転
者
（
２
１
７

７
人
）
の
う
ち
︑心
臓
疾
患
︑

脳
疾
患
︑
大
動
脈
瘤
お
よ
び

解
離
が
31
％
を
占
め
た
︒
そ

の
う
ち
︑
死
亡
し
た
運
転
者

（
３
７
４
人
）
で
は
︑
心
臓

疾
患
が
54
％
︑
脳
疾
患
が
11

％
︑
大
動
脈
瘤
お
よ
び
解
離

が
13
％
を
占
め
た
︒

　

ま
た
︑
自
動
車
運
送
事
業

者
を
対
象
に
実
施
し
た
﹁
健

康
起
因
事
故
防
止
に
係
る
取

組
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
﹂
結
果
で
は
︑
調
査
対
象

事
業
者
（
ト
ラ
ッ
ク
３
３
７

事
業
者
）の
う
ち
Ｓ
Ａ
Ｓ（
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
）
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受
診
さ

せ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
全
体
の
33
％
（
前
年

度
比
２
ポ
イ
ン
ト
増
）︑
脳

血
管
疾
患
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
を
受
診
さ
せ
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
14
％

（
同
１
ポ
イ
ン
ト
増
）︑
心

臓
疾
患
・
大
血
管
疾
患
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受
診
さ

せ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
15
％
（
同
５
ポ
イ
ン

ト
減
）
と
な
っ
た
︒

 

「
道
の
駅
」
を
新
た
に
３

駅
追
加

新
潟
、
広
島
、
佐
賀
に

　

国
土
交
通
省
は
２
月
９
日
︑

﹁
道
の
駅
﹂
を
新
た
に
３
駅

登
録
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

今
回
登
録
さ
れ
た
３
駅

は
︑
次
の
通
り
︒

① 

道
の
駅
﹁
あ
が
の
﹂（
新

潟
県
阿
賀
野
市
︑
令
和
４

年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
︑
一

般
国
道
49
号
）

② 

道
の
駅
﹁
西
条
の
ん
太
の

酒
蔵
﹂（
広
島
県
東
広
島

市
︑同
︑一
般
国
道
２
号
）

③ 
道
の
駅
﹁
う
れ
し
の　

ま

る
く
﹂（
佐
賀
県
嬉
野
市
︑

同
︑
一
般
国
道
34
号
）

　

今
回
の
登
録
に
よ
り
︑
道

の
駅
の
登
録
数
は
全
国
で
１

１
９
４
駅
と
な
っ
た
︒

　

道
の
駅
は
︑
平
成
５
年
の

制
度
創
設
以
降
四
半
世
紀
が

経
過
し
た
︒
国
交
省
で
は
令

和
２
年
か
ら
を
第
３
ス
テ
ー
ジ

﹁
地
方
創
生
・
観
光
を
加
速

す
る
拠
点
﹂
と
し
て
位
置
づ

け
︑
今
回
新
た
に
加
わ
っ
た

道
の
駅
と
と
も
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
︒

さ
ら
な
る
追
加
策
の
検

討
を
関
係
省
庁
に
指
示

原
油
価
格
高
騰
を
受
け

　

政
府
は
︑
２
月
８
日
に
岸

田
文
雄
総
理
大
臣
か
ら
原
油

価
格
高
騰
へ
の
対
応
に
関
す

る
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
︑
２
月
10
日
に
﹁
原
油
価

格
高
騰
等
に
関
す
る
関
係
閣

僚
会
合
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

昨
年
以
降
原
油
価
格
が
著

し
く
上
昇
し
て
お
り
︑
昨
今

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
緊
迫

化
に
よ
っ
て
原
油
価
格
に
は

一
段
と
上
昇
圧
力
が
強
ま
っ

 

３
月
末
で
「
暫
定
車
種
間

比
率
」
が
終
了

阪
神
高
速
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

　

阪
神
高
速
道
路
㈱
は
２
月

１
日
︑
平
成
29
年
６
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
車
種
間
比
率

の
激
変
緩
和
措
置
が
３
月
末

で
終
了
す
る
の
に
伴
い
︑
４

月
１
日
に
暫
定
措
置
を
実
施

し
て
い
る
中
型
車
・
特
大
車

の
車
種
間
比
率
を
変
更
す
る

と
発
表
し
た
︒

て
い
る
︒
こ
う
し
た
状
況
下

で
さ
ら
な
る
追
加
策
を
検
討

す
る
た
め
︑
同
関
係
閣
僚
会

合
の
開
催
に
至
っ
た
︒

　

会
合
に
は
︑
鈴
木
俊
一
財

務
大
臣
や
萩
生
田
光
一
経
済

産
業
大
臣
ら
が
出
席
︒
関
係

省
庁
か
ら
︑﹁
コ
ロ
ナ
下
に
お

け
る
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和

対
策
事
業
﹂
な
ど
こ
れ
ま
で

の
原
油
価
格
高
騰
対
策
へ
の

対
応
の
効
果
に
つ
い
て
の
検

証
報
告
が
行
わ
れ
︑
原
油
価

格
が
13
年
ぶ
り
の
高
値
水
準

と
な
る
中
で
︑
引
き
続
き
苦

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と

　

阪
神
高
速
で
は
︑
29
年
に

車
種
区
分
を
２
車
種
か
ら
５

車
種
へ
移
行
し
た
際
に
︑
中

型
車
お
よ
び
特
大
車
の
基
本

料
金
に
つ
い
て
は
︑
利
用
者

の
負
担
増
な
ど
を
考
慮
し
︑

今
年
３
月
末
を
期
限
と
す
る

同
措
置
を
暫
定
的
に
導
入
し

て
い
た
︒

　

４
月
以
降
︑
中
型
車
・
特

大
車
の
車
種
間
比
率
は
表
１

の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
︒
こ

れ
に
よ
り
︑
全
車
種
の
基
本

の
現
状
認
識
が
共
有
さ
れ
た
︒

　

そ
れ
を
受
け
て
︑
松
野
博

一
内
閣
官
房
長
官
は
︑﹁
引

き
続
き
原
油
価
格
の
動
向
を

注
視
し
︑
各
種
事
業
の
効
果

の
検
証
を
続
け
る
と
と
も
に
︑

情
勢
が
日
々
変
化
し
︑
予
見

す
る
こ
と
が
難
し
い
中
で
︑

企
業
や
暮
ら
し
へ
の
影
響
を

最
小
化
す
る
観
点
か
ら
︑
機

動
的
な
対
応
が
可
能
と
な
る

よ
う
︑
さ
ら
な
る
対
応
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
関
係
省
庁
に
指
示

し
た
︒

料
金
が
︑
高
速
自
動
車
国
道

の
大
都
市
近
郊
区
間
の
料
金

水
準
と
整
理
・
統
一
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
︒

　

ま
た
︑
西
日
本
高
速
道
路

㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）

は
同
日
︑
３
月
末
で
近
畿
自

動
車
道
な
ど
の
暫
定
車
種
間

比
率
が
終
了
す
る
の
に
伴
い
︑

４
月
１
日
か
ら
中
型
車
お
よ

び
大
型
車
の
車
種
間
比
率
を

変
更
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

対
象
路
線
と
車
種
間
比
率

は
表
２
の
通
り
︒

「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
３

月
に
開
催

職
場
復
帰
支
援
に
つ
い
て
紹
介

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
２

日
︑
令
和
３
年
度
﹁
職
場
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
~
職
場
復
帰
支
援
の
実
践

　

企
業
や
精
神
科
医
の
取
組

事
例
か
ら
~
﹂
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
す
る
︒

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
︑
精
神
疾
患
等
に
よ
り
休

職
し
た
労
働
者
に
対
す
る
職

場
復
帰
支
援
を
テ
ー
マ
に
︑

リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

に
つ
い
て
精
神
科
医
に
よ
る

基
調
講
演
を
行
う
ほ
か
︑
企

業
の
担
当
者
を
迎
え
て
︑
職

場
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
︒

　

日
時
は
３
月
２
日
㈬
15
時

~
18
時
︒
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
先
着

１
５
０
人
・
２
月
22
日
㈫
ま

で
に
予
約
が
必
要
）
お
よ
び

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
予
約
不

要
）
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
で
行
う
︒
な
お
︑
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
︑
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
参
加
者
か
ら
︑
チ
ャ

ッ
ト
に
よ
る
質
問
を
受
け
付

け
る
︒

　

予
約
申
し
込
み
は
︑
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
﹁
こ
こ
ろ
の
耳
﹂
の
応

募
フ
ォ
ー
ム

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
よ
り
可

能
と
な
っ
て
い

る
︒

 

短
時
間
労
働
者
の
社
会
保

険
適
用
範
囲
を
順
次
拡
大

10
月
か
ら
従
業
員
数

１
０
０
人
超
の
企
業
も
対
象
に

　

厚
生
労
働
省
で
は
今
年
10

月
か
ら
︑
短
時
間
労
働
者
の

社
会
保
険
適
用
範
囲
を
順
次

拡
大
し
て
い
く
︒

　

令
和
２
年
５
月
に
成
立
し

た
年
金
制
度
改
正
法
に
よ

り
︑
週
労
働
時
間
20
時
間
以

上
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
短

時
間
労
働
者
の
被
用
者
保
険

（
厚
生
年
金
・
健
康
保
険
）

に
つ
い
て
︑
従
来
の
従
業
員

数
５
０
０
人
超
の
企
業
か
ら
︑

今
年
10
月
以
降
は
１
０
０
人

超
の
企
業
ま
で
︑
ま
た
６
年

10
月
以
降
は
50
人
超
の
企
業

ま
で
適
用
対
象
が
拡
大
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑﹁
社
会
保

険
適
用
範
囲
拡
大
特
設
サ
イ

ト
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
設

け
︑
準
備
を
進
め
る
事
業
者

に
対
し
て
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
︒

　

ま
た
︑
厚
労
省
で
は
適
用

対
象
拡
大
に
向
け
た
企
業
の

対
応
を
支
援
す
る
た
め
︑
専

門
家
を
派
遣
し
て
無
料
で
相

談
で
き
る
﹁
専
門
家
活
用
支

援
事
業
﹂を
実
施
し
て
い
る
︒

な
お
︑
同
事
業
の
内
容
を
紹

介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
︑

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い

る
︒

 

運
輸
業
、
郵
便
業
の
所
定

外
労
働
時
間
は
他
業
種
に

比
べ
最
も
長
く

毎
月
勤
労
統
計
調
査

３
年
分
結
果
速
報

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
８

日
︑
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の

令
和
３
年
分
結
果
速
報
を
発

表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
月
間
の

現
金
給
与
総
額
は
31
万
９
５

２
８
円
（
前
年
比
０
・
３
％

増
）と
な
っ
た
︒
そ
の
う
ち
︑

一
般
労
働
者
は
41
万
９
５
７

８
円
（
同
０
・
６
％
増
）︑
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
９
万

９
５
３
７
円
（
０
・
１
％
増
）

と
な
っ
た
︒

　

運
輸
業
︑
郵
便
業
で
は
︑

月
間
の
現
金
給
与
総
額
は
34

万
５
６
５
１
円
（
同
０
・
６

％
増
）と
な
っ
た
︒そ
の
う
ち
︑

一
般
労
働
者
は
38
万
９
３
３

７
円
で
︑
前
年
に
比
べ
て
０

・
３
％
減
少
し
た
︒
一
方
︑

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
は

12
万
２
２
６
２
円
と
︑
前
年

比
１
・
８
％
増
と
な
っ
た
︒

　

所
定
外
労
働
時
間
で
は
︑

全
産
業
平
均
で
９
・
７
時
間

（
同
５
・
１
％
増
）と
な
っ
た
︒

　

運
輸
業
︑
郵
便
業
で
は
︑

22
・
２
時
間
（
同
４
・
９
％

増
）
と
︑
他
業
種
に
比
べ
て

所
定
外
労
働
時
間
が
最
も
長

い
結
果
と
な
っ
た
︒

経 産 省

２
０
４
０
年
の
実
現
に
向
け

て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
を
提
示

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

実
現
会
議

 

増
設
に
よ
り
大
型
車
駐
車

マ
ス
を
拡
充

新
東
名
浜
松
Ｓ
Ａ
（
下
り
）

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
︑
１

月
31
日
に
新
東
名
高
速
道
路

浜
松
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ

Ａ
）
下
り
の
駐
車
マ
ス
増
設

工
事
が
完
成
し
た
と
発
表
し

た
︒

さ
ら
な
る
取
引
適
正
化

を
目
指
し
て

「
取
引
適
正
化
に
向
け
た

５
つ
の
取
組
」を
公
表

　

経
済
産
業
省
は
２
月
10

日
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で
﹁
未
来

を
拓
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
推
進
会
議
﹂
を
開
催
し

た
︒

　

同
会
議
で
は
︑
萩
生
田
光

一
経
済
産
業
大
臣
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
に
関

す
る
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
︑

中
小
企
業
に
お
け
る
取
引
環

境
の
整
備
に
向
け
て
︑
昨
年

末
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た﹁
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価

　

浜
松
Ｓ
Ａ
（
下
り
）
の
大

型
車
駐
車
マ
ス
は
︑
夜
間
の

時
間
帯
を
中
心
に
︑
駐
車
可

能
台
数
を
上
回
る
車
両
が
滞

在
し
︑
通
路
に
大
型
車
が
駐

停
車
す
る
な
ど
混
雑
し
て
い

た
︒

　

今
回
の
工
事
で
は
︑
こ
れ

ま
で
緑
地
帯
だ
っ
た
箇
所
を

駐
車
マ
ス
と
し
て
活
用
︒
大

型
車
マ
ス
を
工
事
前
の
83
台

か
ら
１
２
０
台
（
37
台
増
）

に
拡
充
し
た
︒

　

ま
た
︑
ト
レ
ー
ラ
ー
用
駐

車
マ
ス
の
増
設
工
事
（
工
事

前
の
４
台
か
ら
15
台
へ
と
︑

11
台
増
）
に
合
わ
せ
て
︑
駐

車
マ
ス
を
車
体
長
21
㍍
超
の

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
が
駐

車
可
能
な
大
き
さ
に
変
更
︒

さ
ら
に
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ

ッ
ク
優
先
駐
車
マ
ス（
写
真
）

を
新
た
に
５
台
分
設
置
し
た
︒

値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑

化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
を
着
実
に

実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
︑価

格
交
渉
の
よ
り
一
層
の
促
進

な
ど
か
ら
な
る
﹁
取
引
適
正

化
に
向
け
た
５
つ
の
取
組
﹂

を
実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
︒

　

主
な
取
り
組
み
内
容
は
図

の
通
り
︒

　

経
産
省
で
は
︑
中
小
企
業

の
賃
上
げ
原
資
の
確
保
や
︑

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
原
材
料

価
格
の
上
昇
に
対
応
す
る
た

め
に
も
︑
大
企
業
と
下
請
中

小
企
業
と
の
取
引
の
さ
ら
な

る
適
正
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
と
し
て
い
る
︒

経 産 省

表１　阪神高速における車種間比率の変更
5 車種（暫定） 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

平成 29 年 6 月～令和 4 年 3 月 0.8 1.0 1.07 1.65 2.14 
↓

5 車種 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車
令和 4 年 4 月～ 0.8 1.0 1.2 1.65 2.75 

表 2　NEXCO西日本管理道路における車種間比率の変更
5 車種（暫定） 車種

平成 29 年 6 月～令和 4 年 3 月 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車
近畿自動車道・阪和自動車道 0.8 1.0 1.07 1.65 2.75 
第二神明道路・堺泉北道路 0.8 1.0 1.07 1.55 2.75 

↓
5 車種 車種

令和 4 年 4 月～ 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車
近畿自動車道・阪和自動車道 0.8 1.0 1.2 1.65 2.75 
第二神明道路・堺泉北道路 0.8 1.0 1.2 1.65 2.75 

※ 対象路線：近畿自動車道、阪和自動車道〔長原インターチェンジ（IC）～岸和田和泉 IC〕、堺泉北道路、
第二神明道路および第二神明道路北線

図　「取引適正化に向けた５つの取組」
①価格交渉のより一層の促進

1.下請中小企業振興法に基づく「助言（注意喚起）」の実施
2.価格交渉促進月間を3月にも実施
3.下請中小企業振興法の振興基準の改正

②パートナーシップ構築宣言の大企業への拡大、実効性の向上
1.宣言企業全社への調査、宣言企業の下請取引企業への調査
2. コーポレートガバナンスに関するガイドラインへの位置づけ、補助金によ

るインセンティブ拡充の検討
③下請取引の監督強化

1.下請Gメンの体制強化
2.商工会・商工会議所と下請かけこみ寺の連携による相談体制の強化
3.業種別ガイドライン・自主行動計画の拡充・改定

④知財Gメンの創設と知財関連の対応強化
1.「知財Gメン」の新設
2.「知財取引アドバイザリーボード」の設置
3.商工会議所、工業所有権情報・研修館等の関係機関との連携

⑤約束手形の令和8年までの利用廃止への道筋
1. 自主行動計画改定の要請（利用の廃止に向けた具体的なロードマップ〔段

取り、スケジュール等〕の検討）
2.令和8年の手形交換所における約束手形の取扱い廃止の検討要請

ダブル連結トラック優先駐車マス
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然
環
境
の
保
全
を
身
近
な
も

の
と
し
て
考
え
て
も
ら
う
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
26
年
か

ら
︑
学
生
や
生
徒
を
対
象
と

し
た
出
前
環
境
学
習
を
実
施

し
て
い
る
︒
同
社
の
従
業
員

が
教
育
機
関
を
訪
れ
て
環
境

や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
授

業
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
り
︑
学
生
や
生

徒
を
同
社
に
招
い
て
中
間
処

理
工
場
で
の
業
務
の
様
子
を

見
学
し
て
も
ら
う
な
ど
︑
様

々
な
タ
イ
プ
の
環
境
学
習
を

展
開
︒
同
社
の
ト
ラ
ッ
ク
を

学
校
に
持
ち
込
み
︑
学
生
や

生
徒
た
ち
に
ト
ラ
ッ
ク
の
乗

車
体
験
な
ど
を
し
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
と
い
う
︒な
お
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
︑
令
和
２

年
以
降
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
の
環
境
学
習
を
行
っ
て
い

る
︒

　
﹁
環
境
学
習
は
主
に
市
内

の
学
校
に
通
わ
れ
て
い
る
学

生
や
生
徒
の
方
々
を
対
象
に

実
施
し
て
お
り
︑
地
元
の
皆

様
に
当
社
の
環
境
へ
の
取
り

組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

修
学
旅
行
で
京
都
を
訪
れ
る

学
生
も
多
い
こ
と
か
ら
︑
修

学
旅
行
の
一
環
と
し
て
︑
東

京
な
ど
か
ら
京
都
を
訪
れ
た

学
生
に
環
境
学
習
を
受
け
て

　

京
都
府
京
都
市
に
本
社
を

構
え
る
㈱
山
本
清
掃
の
歴
史

は
︑
戦
後
間
も
な
い
昭
和
24

年
に
創
業
者
の
山
本
武
雄
氏

が
開
業
し
た
﹁
山
本
衛
生
﹂

か
ら
始
ま
っ
た
︒

　

山
本
武
雄
氏
は
︑
リ
ア
カ

ー
を
引
い
て
京
都
の
街
を
回

り
︑
廃
棄
物
の
回
収
を
行
っ

て
い
た
︒
人
力
で
塵
芥
を
運

ぶ
仕
事
は
体
力
的
に
も
非
常

に
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
が
︑

地
域
住
民
か
ら
の
励
ま
し
の

言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
︑﹁
こ

の
仕
事
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
﹂
と
自
覚
し
た
山
本
武
雄

氏
は
︑﹁
埃
か
ぶ
っ
て
も
こ
の

仕
事
を
続
け
る
﹂
と
覚
悟
を

決
め
︑
一
生
懸
命
廃
棄
物
回

収
の
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
と

い
う
︒

　

こ
う
し
た
歴
史
も
あ
り
︑

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
廃
棄
物

回
収
・
処
理
を
中
心
に
事
業

を
展
開
︒店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
︑

商
業
施
設
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
事
業
ご
み
を
パ
ッ
カ
ー

車
な
ど
で
回
収
し
︑
本
社
敷

地
内
に
あ
る
中
間
処
理
工
場

﹁
Ｋ
Ｃ
Ｃ
京
都
ク
リ
ア
セ
ン

タ
ー
﹂で
中
間
処
理
を
実
施
︒

最
終
処
分
さ
れ
る
廃
棄
物
や

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
資
源
を

ウ
イ
ン
グ
車
や
コ
ン
テ
ナ
車
︑

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
車
な
ど
で
輸

送
し
て
い
る
︒

　

企
業
や
一
般
の
生
活
者
は
︑

日
々
の
事
業
活
動
や
暮
ら
し

の
中
で
様
々
な
も
の
を
消
費

し
︑
不
要
に
な
っ
た
も
の
は

ご
み
と
し
て
廃
棄
す
る
︒
高

度
経
済
産
業
を
遂
げ
た
我
が

国
で
は
製
品
の
大
量
生
産
︑

大
量
販
売
︑
大
量
消
費
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
り
︑
そ

れ
と
と
も
に
大
量
の
ご
み
が

排
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

こ
う
し
た
ご
み
が
回
収
・
処

理
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
し
ま
う
と
︑
地
域
環

境
に
甚
大
な
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
︒
発

生
し
た
ご
み
を
廃
棄
物
回
収

・
処
理
業
者
が
収
集
し
︑
適

切
な
形
で
処
理
す
る
と
い
う

こ
と
は
︑衛
生
的
な
面
で
も
︑

ま
た
人
々
の
快
適
な
生
活
を

守
る
た
め
に
も
必
要
不
可
欠

な
業
務
で
あ
る
︒
廃
棄
物
回

収
・
処
理
事
業
は
︑
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
る
社
会
的
イ

ン
フ
ラ
事
業
と
し
て
︑
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
︒

　

一
方
で
︑﹁
多
く
の
ご
み
を

扱
う
こ
と
か
ら
︑
廃
棄
物
回

収
・
処
理
の
仕
事
は
一
般
か

ら
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
仕
事
で

す
﹂
と
︑
同
社
の
銭
本
護
社

長
室
長
は
語
る
︒
同
社
で
は
︑

人
々
の
こ
う
し
た
誤
解
を
解

き
︑﹁
廃
棄
物
回
収
・
処
理

業
者
は
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
産

業
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
に

貢
献
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
︑
も
っ
と
多
く
の
人
に
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
﹂（
銭

本
護
社
長
室
長
）
と
の
思
い

で
︑
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
︒

　

廃
棄
物
回
収
・
処
理
事
業

者
が
事
業
を
展
開
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
は
︑
様
々
な
環

境
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い

る
︒
同
社
で
は
︑
国
際
標
準

化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
が
策
定

し
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
国
際
認
証
規
格
で

あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を

平
成
14
年
に
取
得
︒
事
業
活

動
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
活
動
に
お
い
て
︑

環
境
に
配
慮
し
た
様
々
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
︒

　

こ
う
し
た
中
︑
27
年
に
開

催
さ
れ
た
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
﹁
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０

３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
﹂
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
記
載
さ
れ
︑
国
際
機
関

や
政
府
︑
企
業
な
ど
が
﹁
持

続
可
能
な
世
界
﹂
を
実
現
す

る
た
め
に
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

へ
の
取
り
組
み
に
動
き
始
め

た
︒
農
地
や
森
林
の
面
積
が

全
市
域
の
４
分
の
３
を
占
め
︑

豊
か
な
自
然
と
千
二
百
余
年

に
お
よ
ぶ
悠
久
の
歴
史
が
優

れ
た
伝
統
と
文
化
を
育
ん
で

き
た
京
都
市
で
は
︑
９
年
に

第
３
回
﹁
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

３
）﹂
が
開
催
さ
れ
︑
先
進

国
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
目
標
を
課
し
た
京
都
議
定

書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
︒
ま

た
︑
地
球
温
暖
化
対
策
に
特

化
し
た
全
国
初
の
条
例
の
制

定
な
ど
︑
京
都
市
は
古
く
か

ら
環
境
面
で
様
々
な
先
進
的

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
が
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
︑

紹
介
し
て
い
く
︒

①「
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
」

（「
開
発
目
標
７
:
エ
ネ
ル

ギ
ー
」、「
開
発
目
標
11
:

持
続
可
能
な
都
市
」、「
開

発
目
標
13
:
気
候
変
動
」、

「
開
発
目
標
14
:
海
洋
資

源
」、「
開
発
目
標
15
:
陸

上
資
源
」）

　

同
社
が
主
体
と
し
て
い
る

廃
棄
物
回
収
・
処
理
事
業
に

対
し
て
は
︑
業
務
を
展
開
し

て
い
く
中
で
自
然
環
境
に
負

荷
を
与
え
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
が
持
た

れ
が
ち
で
あ
る
︒同
社
で
は
︑

自
社
の
業
務
が
自
然
環
境
に

対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
な
い
こ
と
を
示
す
た
め

取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い

た
︒
京
都
市
で
は
︑
30
年
に

第
１
回
﹁
京
都
創
生
総
合
戦

略
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
﹂
推
進
本
部
会
議
を
開

催
し
︑
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
追
求
す
る
た
め
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
方
針
を
示

し
た
︒
そ
の
後
︑
健
康
︑
福

祉
︑教
育
︑男
女
共
同
参
画
︑

環
境
︑経
済
︑交
通
︑防
災
︑

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

な
ど
に
対
し
て
︑
市
民
ぐ
る

み
で
目
標
を
設
定
し
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み
を

展
開
︒
京
都
市
に
お
け
る
こ

う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
︑

日
本
経
済
新
聞
﹁
全
国
市
区

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
度
・
Ｓ
Ｄ

に
︑28
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

﹁
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

を
通
じ
て
︑
生
活
者
の
食
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
︒

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
︑

京
都
駅
北
側
に
あ
る
ビ
ル
の

上
で
都
市
養
蜂
を
行
い
︑
蜂

蜜
を
採
取
︒
採
取
し
た
蜂
蜜

は
化
学
分
析
を
行
い
︑
食
品

衛
生
上
に
問
題
が
な
い
こ

と
︑
ま
た
蜂
蜜
に
重
金
属
が

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
︒

Ｇ
ｓ
先
進
度
調
査
﹂
※１
に
お

い
て
︑
全
国
８
１
５
市
区
の

中
で
京
都
市
が
首
位
に
選
ば

れ
る
な
ど
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
て
い
る
︒
な
お
︑

京
都
市
は
令
和
３
年
に
︑
政

府
に
よ
る
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
﹂に
選
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

環
境
保
護
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て

い
た
同
社
で
は
︑
市
内
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取

り
組
み
に
関
す
る
動
き
が
高

ま
る
の
に
合
わ
せ
︑
平
成
31

年
２
月
７
日
︑
同
社
を
含
め

た
グ
ル
ー
プ
会
社
６
社
か
ら

な
る
㈱
ヤ
マ
モ
ト
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
に
お
い
て
︑﹁
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
宣
言
﹂
を
発
出
︒﹁
事

業
を
通
じ
て
地
域
環
境
を
守

っ
て
い
く
﹂
と
い
う
責
務
を

今
後
も
果
た
し
続
け
︑
地
域

社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
事

業
者
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
︑
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
た
︒

※１
同
調
査
は
︑
30
年
10
月
~

11
月
に
か
け
て
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
観
点
か
ら
全
国
８
１
５
市

区
を
対
象
に
実
施
︒
急
速
に

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
︑

よ
り
効
率
的
で
水
準
の
高
い

施
策
・
事
業
を
迫
ら
れ
て
い

る
中
︑
各
市
区
が
ど
れ
だ
け

経
済
・
社
会
・
環
境
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
た
発
展
に
繋
げ

て
い
る
か
を
評
価
し
て
い
る
︒

　
﹁
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
採
取
さ
れ
た
蜂
蜜
は
︑
日

常
生
活
を
送
っ
て
い
る
一
般
の

人
々
と
同
じ
環
境
の
中
で
採

れ
た
も
の
で
す
︒
化
学
分
析

に
よ
り
︑
口
に
し
て
も
安
全

な
蜂
蜜
で
あ
る
と
評
価
さ
れ

る
こ
と
で
︑
私
た
ち
の
事
業

が
地
域
の
自
然
環
境
悪
化
に

繋
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
で
始
め
ま
し

た
︒
な
お
︑
み
つ
ば
ち
の
世

話
や
採
蜜
は
当
社
従
業
員
が

行
っ
て
お
り
︑
従
業
員
に
自

持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
現
を
目
指
し
て

㈱
山
本
清
掃
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み

トラック運送業界とSDGsトラック運送業界とSDGs
エ ス デ ィ ー ジ ー ズエ ス デ ィ ー ジ ー ズ

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
新
春
特
集
と
し

て
︑Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
関
わ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
前
号
か
ら

２
回
に
わ
た
り
︑
運
送
事
業
者
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

最
終
回
と
な
る
今
回
は
︑
京
都
府
京
都

市
の
㈱
山
本
清
掃
（
山
本
敏
裕
代
表
取
締

役
社
長
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

「
生
活
を
支
え
る
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
」と
し
て

事
業
の
意
義
を
多
く
の
人
に
広
め
て
い
く

運
送
事
業
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
理
由
と
は

新
春
特
集

銭本　護
社長室長

自
然
環
境
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
に
注
力

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
雇
用
」も
推
し
進
め
る

運
送
事
業
者
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み
①

最終処分される廃棄物やリサイクルされる資源を輸送する、同社のGマークラッピン
グトラック。トラックの前に立っているのは同社の山本社長

出前環境学習では、学生や生徒たちに同社の環境への取り組みなどを説明
する

京
都
駅
近
く
で
都
市
養
蜂
を
行
う

「
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第４回
（最終回）
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タイヤの内圧を遠隔モニタリング

日々のタイヤの状況は
デジタルで管理する時代へ

お客様の運行前点検業務の精度向上と工数削減をサポート。

早期異常検知によるタイヤトラブルの未然防止で、

安全運行とダウンタイム削減にも貢献します。

®

と
っ
て
納
得
度
の
高
い
明
確

な
評
価
基
準
を
導
入
し
︑
従

業
員
の
仕
事
ぶ
り
が
客
観
的

に
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
︑
評
価
さ
れ
る
側
の

従
業
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
い
状
態
で
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
環
境
が
実
現
で

き
ま
す
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
こ

れ
ま
で
以
上
に
事
業
を
円
滑

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

取
引
先
に
対
し
て
経
営
の

安
定
性
・
持
続
性
を
証
明
す

る
た
め
の
﹁
格
付
け
の
取

得
﹂︑
そ
し
て
従
業
員
に
対

し
て
納
得
度
の
高
い
﹁
人
事

評
価
制
度
の
導
入
﹂
な
ど
に

よ
り
︑
同
社
で
は
持
続
可
能

な
経
営
環
境
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
︒

回
開
催
し
て
い
る
社
員
総
会

の
場
で
説
明
を
行
っ
た
り
︑

ボ
ー
ナ
ス
支
給
時
に
明
細
書

と
一
緒
に
渡
し
て
い
る
﹃
社

長
通
信
﹄
の
中
で
取
り
上
げ

た
り
し
て
い
ま
す
︒
当
社
の

事
業
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
︑
従
業
員
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
真
摯
に
向
き
合
い
︑
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を

能
動
的
に
進
め
て
く
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒

当
社
と
し
て
は
︑
今
後
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
︑
当
社
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
情
報
発

信
し
て
い
く
こ
と
で
︑
ま
ず

は
私
た
ち
の
存
在
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
山
本
清
掃

　

銭
本　

護
社
長
室
長

い
た
だ
く
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
︒
環
境
学
習
を
通

じ
て
︑
私
た
ち
の
業
務
が
地

球
温
暖
化
防
止
に
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
︑
社
会
的
イ
ン

フ
ラ
事
業
と
し
て
の
重
要
性

を
深
く
認
識
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
﹂（
同
）

　

さ
ら
に
同
社
で
は
︑
リ
サ

イ
ク
ル
促
進
の
観
点
か
ら
︑

廃
棄
物
と
し
て
回
収
し
て
き

た
古
着
な
ど
を
再
利
用
す
る

試
み
も
行
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
平
成
22
年
︑
京

都
府
京
丹
波
町
に
古
着
リ
ユ

ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

﹁
京
丹
波
ウ
エ
ス
﹂を
開
設
︒

古
着
や
古
布
を
焼
却
せ
ず

に
︑
同
工
場
で
分
別
し
て
ウ

エ
ス
と
し
て
再
利
用
す
る
こ

と
で
︑
資
源
保
全
と
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
推
進
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
古
着
と
と
も
に
ぬ

い
ぐ
る
み
も
数
多
く
集
ま
っ

て
く
る
こ
と
か
ら
︑
ベ
ト
ナ

ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
発

展
途
上
国
に
ぬ
い
ぐ
る
み
を

輸
送
し
︑
ぬ
い
ぐ
る
み
を
手

に
す
る
こ
と
の
少
な
い
子
ど

も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

﹁
ぬ
い
ぐ
る
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂
も
行
っ
て
い
る
︒

②
「
社
会
へ
の
責
任
」（「
開

発
目
標
３
:
保
健
」、「
開

発
目
標
４
:
教
育
」、「
開

発
目
標
５
:
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」、

「
開
発
目
標
８
:
経
済
成

長
と
雇
用
」、「
開
発
目
標

10
:
不
平
等
」、「
開
発
目

標
12
:
持
続
可
能
な
消
費

と
生
産
」）

　

同
社
で
は
︑
企
業
と
し
て

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た

め
に
︑
様
々
な
社
会
貢
献
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
︒

③「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
取
り
組
み
」

（「
開
発
目
標
３
:
保
健
」、

「
開
発
目
標
５
:
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」、「
開
発
目
標
10
:
不

平
等
」、「
開
発
目
標
11
:

持
続
可
能
な
都
市
」、「
開

発
目
標
16
:
平
和
」）

　

同
社
で
は
事
業
運
営
に
際

し
て
︑
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令

遵
守
）
を
重
視
し
て
お
り
︑

同
社
が
推
進
し
て
い
る
社
会

貢
献
活
動
の
う
ち
の
ひ
と
つ

と
し
て
︑﹁
高
齢
者
・
障
が

い
者
雇
用
の
推
進
﹂
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

少
子
高
齢
化
の
加
速
と
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴

い
︑
現
場
作
業
の
担
い
手
と

し
て
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が

活
躍
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
傾

向
に
あ
る
︒
高
齢
者
の
就
労

が
今
後
一
層
進
む
と
予
測
さ

れ
る
中
︑
事
業
者
に
お
い
て

は
︑
高
齢
従
業
員
が
安
心
し

て
安
全
に
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
環
境
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
く
る
︒

経
営
の
透
明
性
や
監
督
機
能

の
向
上
を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
も
推
進
し
て
い
る
︒

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
︑﹁
日
本
Ｓ
Ｍ
Ｅ
格
付
け

の
取
得
﹂で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑

非
上
場
の
中
堅
・
中
小
企
業

を
対
象
と
す
る
信
用
格
付
け

で
あ
り
︑
企
業
の
財
務
諸
表

な
ど
を
も
と
に
︑﹁
ａ
ａ
ａ

（
債
務
を
履
行
す
る
能
力
が

　

同
社
で
は
30
年
ほ
ど
前
か

ら
︑
高
齢
者
雇
用
を
継
続
し

て
き
た
︒
中
間
処
理
工
場
で

は
︑
高
齢
従
業
員
の
多
く
は

廃
棄
物
の
選
別
や
梱
包
の
作

業
を
担
当
し
て
い
る
︒
高
齢

従
業
員
の
作
業
は
機
械
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
操
作
が
主
体

で
︑
体
力
的
に
負
担
の
少
な

い
仕
事
と
な
っ
て
い
る
︒
ち

な
み
に
︑
同
社
で
働
い
て
い

る
従
業
員
の
う
ち
︑
最
高
年

齢
は
79
歳
だ
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
障
が
い

者
雇
用
に
つ
い
て
も
10
年
以

上
前
か
ら
継
続
し
て
い
る
︒

先
述
し
た﹁
京
丹
波
ウ
エ
ス
﹂

に
は
現
在
︑
知
的
障
が
い
や

聴
覚
障
が
い
な
ど
︑
障
が
い

を
抱
え
て
い
る
従
業
員
が
12

人
在
籍
し
て
い
る
︒
作
業
内

容
と
し
て
は
︑
障
が
い
を
も

っ
て
い
る
従
業
員
で
も
安
全

に
扱
う
こ
と
の
で
き
る
古
着

の
選
別
作
業
が
主
体
と
な

る
︒
従
業
員
た
ち
は
指
導
に

従
っ
て
作
業
を
し
っ
か
り
と
こ

な
し
て
お
り
︑
同
工
場
に
と

っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
戦

力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
︒

極
め
て
高
い
）﹂
か
ら
﹁
ｃ

ｃ
ｃ
（
事
業
環
境
︑
財
務
状

況
︑
ま
た
は
経
済
状
況
が
悪

化
し
た
場
合
に
は
︑
債
務
を

履
行
で
き
な
い
可
能
性
が
高

い
）﹂
の
格
付
け
が
与
え
ら
れ

る
︒

　
﹁
ど
の
事
業
者
に
と
っ
て

も
︑
取
引
先
の
与
信
管
理
は

重
要
な
業
務
で
す
︒
特
に
︑

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
︑
取

　

な
お
︑
障
が
い
者
雇
用
に

関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
︑
同
社
は
京
都
府

か
ら
︑
障
害
者
雇
用
推
進
企

業﹁
京
都
は
あ
と
ふ
る
企
業
﹂

に
認
証
さ
れ
て
い
る
︒

　
﹁
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
︑
社
会
的
弱
者
の
方
々
を

応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
︑
当
社
で
は
高
齢
者
・
障

が
い
者
雇
用
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
︒
高
齢
従

業
員
に
は
長
年
蓄
積
し
て
き

た
ス
キ
ル
も
あ
る
た
め
︑
仕

事
ぶ
り
は
実
に
丁
寧
で
す
︒

ま
た
︑
若
手
従
業
員
と
は
ひ

と
味
違
い
︑
作
業
の
際
に
も

無
理
し
す
ぎ
る
こ
と
が
な
い

た
め
︑
労
働
災
害
事
故
も
少

な
い
で
す
︒一
方
︑
障
が
い
の

あ
る
従
業
員
は
仕
事
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
︒
作
業
内
容
や
勤
務
形
態

の
違
い
な
ど
か
ら
︑
一
般
的

に
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
は

他
の
従
業
員
と
比
べ
て
給
与

水
準
が
低
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
が
︑
当
社
で
は
給
与
水
準

を
一
般
雇
用
枠
の
従
業
員
と

同
等
に
し
て
い
ま
す
︒
自
分

た
ち
の
仕
事
が
評
価
さ
れ
︑

仕
事
に
見
合
っ
た
賃
金
を
手

に
す
る
こ
と
で
︑当
社
で
働
く

障
が
い
の
あ
る
従
業
員
は
働

く
こ
と
へ
の
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
﹂（
同
）

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
５
年

ほ
ど
前
か
ら
︑Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国

際
協
力
機
構
）
と
連
携
し
︑

ア
フ
リ
カ
や
南
米
諸
国
な
ど

海
外
の
行
政
関
係
者
に
よ
る

視
察
・
研
修
の
受
け
入
れ
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
︒

　

日
本
国
内
で
排
出
さ
れ
た

廃
棄
物
の
中
に
は
︑
再
生
資

源
と
し
て
海
外
に
輸
出
さ
れ

る
も
の
も
あ
る
︒
し
か
し
︑

輸
出
先
の
国
で
廃
棄
物
を
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
︑
環
境
汚
染
の
原

因
に
も
な
り
か
ね
な
い
︒
そ

こ
で
︑
日
本
の
廃
棄
物
処
理

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
︑
自
国
の
環
境
保

全
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め

に
︑
同
社
で
は
海
外
の
行
政

関
係
者
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
い
る
︒

引
先
の
倒
産
は
自
社
の
死
活

問
題
に
も
繋
が
り
か
ね
ま
せ

ん
︒
一
方
で
︑
取
引
先
が
中

小
企
業
の
場
合
は
開
示
さ
れ

て
い
る
与
信
情
報
が
少
な
い

た
め
︑
相
手
先
の
実
情
が
分

か
り
に
く
く
︑
継
続
的
に
取

引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
の
判
断
が
難
し
く
な

り
ま
す
︒
こ
う
し
た
格
付
け

を
通
じ
て
当
社
の
財
務
状
況

が
﹃
見
え
る
化
﹄
さ
れ
る
こ

と
で
︑
取
引
先
は
安
心
し
て

当
社
と
取
引
を
継
続
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
︒
格

付
け
の
取
得
が
︑
取
引
先
に

と
っ
て
は
当
社
へ
の
大
き
な

信
頼
に
繋
が
る
と
と
も
に
︑

当
社
に
と
っ
て
も
当
社
を
信

頼
い
た
だ
い
て
い
る
取
引
先

と
取
引
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
︑
持
続
可
能
な
事
業
運

営
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
﹂（
同
）

　

一
方
で
︑
同
社
で
は
今
年

か
ら
の
運
用
開
始
を
目
標

に
︑
現
在
新
た
な
人
事
制
度

の
構
築
を
進
め
て
い
る
︒
評

価
方
法
に
つ
い
て
は
透
明
性

向
上
の
観
点
か
ら
︑
部
署
内

の
他
の
誰
か
と
比
較
す
る
と

い
っ
た
﹁
相
対
評
価
﹂
で
は

な
く
︑
明
確
な
評
価
基
準
を

設
定
し
︑
そ
の
行
動
や
結
果

に
対
す
る
﹁
絶
対
評
価
﹂
で

評
価
す
る
方
法
に
改
善
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
新
た
な
人
事
評
価
制
度

の
構
築
に
は
︑﹃
評
価
す
る

側
も
さ
れ
る
側
も
︑
誰
も
が

納
得
で
き
る
評
価
制
度
に
し

て
い
き
た
い
﹄
と
の
思
い
を

込
め
て
い
ま
す
︒
人
事
評
価

に
際
し
て
は
︑
個
々
の
従
業

員
の
仕
事
ぶ
り
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
が
非
常
に
難

し
く
な
っ
て
き
ま
す
︒
相
対

評
価
は
そ
の
仕
組
み
上
︑
評

価
基
準
が
曖
昧
に
な
り
が
ち

で
︑
個
人
の
取
り
組
み
や
成

長
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
︒
ま
た
︑

相
対
評
価
に
よ
っ
て
低
評
価

と
さ
れ
た
従
業
員
に
対
し

て
︑
上
司
な
ど
が
適
切
に
フ

ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
︑
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
低
下
や
離
職
に
も

繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
︒
一
方

で
︑
評
価
を
行
う
管
理
職
に

と
っ
て
も
︑
明
確
な
評
価
基

準
が
な
く
個
人
の
適
正
な
評

　

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み

だ
け
で
な
く
︑
社
会
貢
献
へ

の
取
り
組
み
や
ガ
バ
ナ
ン
ス

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も

同
時
並
行
で
進
め
て
い
る
同

社
︒
同
社
で
は
︑
こ
う
し
た

様
々
な
取
り
組
み
に
関
し

て
︑
社
内
報
﹁
ヤ
マ
モ
ト
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
﹂や
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
な
ど
を
通
じ
て
︑

積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い

る
︒

　
﹁
当
社
と
し
て
は
︑
様
々

な
広
報
ツ
ー
ル
を
駆
使
し

て
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
に
関
す
る
情
報
発
信
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒
ま
ず
︑
一
般
の
方
々

に
対
し
て
は
︑
当
社
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
︑

私
た
ち
の
業
務
を
ご
理
解
い

た
だ
き
︑
当
社
を
承
認
し
て

い
た
だ
け
る
方
々
を
も
っ
と

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
︒
ま
た
︑
取
引

先
の
皆
様
に
対
し
て
は
︑
当

社
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
︑﹃
山
本
清

掃
に
仕
事
を
任
せ
て
も
大
丈

夫
だ
﹄
と
安
心
し
て
い
た
だ

き
︑
私
た
ち
と
末
永
く
お
付

き
合
い
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒
一
方
で
︑
一
般
的

価
が
難
し
い
た
め
︑
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
︒
特
に
︑

当
社
で
は
︑
こ
れ
ま
で
経
営

管
理
の
仕
事
を
手
が
け
て
こ

な
か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
管

理
職
に
昇
格
す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒﹃
運
転

に
は
自
信
は
あ
る
が
︑
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
経
験
が
な
い
た

め
︑
部
下
を
ど
う
評
価
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
﹄
と

い
う
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
︒
当
社
と
し
て
は
︑
新
し

い
人
事
評
価
制
度
の
導
入
を

通
じ
て
︑
し
っ
か
り
と
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
︒
定
め
ら
れ
た

評
価
基
準
に
従
っ
て
︑
管
理

職
が
部
下
一
人
ひ
と
り
に
対

し
て
的
確
に
評
価
を
行
っ
て

い
く
こ
と
で
︑
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
体
制
の
強
化
に
繋
が

り
ま
す
︒
ま
た
︑
従
業
員
に

に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
存
在
は
何

と
な
く
認
知
さ
れ
て
き
て
い

る
も
の
の
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目

指
す
17
の
ゴ
ー
ル
や
１
６
９

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
理
解

が
深
ま
っ
た
と
ま
で
は
言
え

な
い
状
況
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
︒
当
社
に
お
い

て
も
︑
従
業
員
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
周
知
は
ま
だ
ま
だ
途
上

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
実

現
に
向
け
て
会
社
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
て
も
︑
従

業
員
は
冷
め
た
目
で
﹃
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
︑
会
社
が
勝
手
に
進

め
て
い
る
こ
と
だ
﹄
と
思
っ
て

い
る
よ
う
で
は
︑
非
常
に
悲

し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
︒

従
業
員
に
対
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
重
要
性
を
よ
り
深
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
︑
年
に
１

山
本
社
長
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
動
画
を
作
成

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る（
同
社
Ｈ
Ｐ
で
視
聴
可
能
）

持
続
可
能
な
経
営
環
境
の
実
現
に
向
け
て

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い「
経
営
の
透
明
性
向
上
」

運
送
事
業
者
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み
②

取
り
組
み
の
積
極
的
な
情
報
発
信
を
通
じ
て

私
た
ち
の
存
在
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い

運
送
事
業
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
期
待
す
る
こ
と

企業プロフィール
□�社　　　名 ㈱山本清掃
□�本社所在地 京都府京都市伏見区横大路
	 千両松町196-1
□�代　表　者� 代表取締役社長　山本　敏裕		
□�創　　　業　昭和24年4月
□�設　　　立　平成4年2月
□�資　本　金 5,000万円
□�社　員　数 84人（うちドライバー42人）
□�車　両　数 38台

同社で働く高齢者や障がい者は、中間処理工場で廃棄物の選別や梱包の作業
などにあたっている

同社ではSDGsに取り組むようになる以前から、高齢者や障がい者雇用に力を入
れている

「
ぬ
い
ぐ
る
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

ぬ
い
ぐ
る
み
を
手
に
す
る
こ
と
の
少

な
い
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に

ぬ
い
ぐ
る
み
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
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「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

●近年関心の高まっているSDGs（持続可能な開発目標）の環境保全の取り組みと合致しています。
●環境保全の取り組みが行われていることを客観的に証明することができます。

（グリーン経営認証取得による効果 2019年度版より）

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。
その認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取り組む事業者（トラック、バス、
タクシー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

車両故障件数の減少

交通事故件数の減少

燃費の向上
認
証
取
得
の
効
果

　
　
　
　

︻
解
説
︼
経
歴
詐
称
と
は
︑
労
働
者

が
前
歴
を
偽
っ
て
会
社
に
採
用
さ
れ
る

　

経
歴
を
詐
称
し
た
労
働
者
に
対

す
る
懲
戒
解
雇
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。最
近
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、

３
年
前
に
採
用
し
た
倉
庫
係
の
労

働
者
Ａ
が
、
そ
の
２
年
ほ
ど
前
に

酒
に
酔
っ
て
喧
嘩
を
し
、
相
手
に
大

け
が
を
さ
せ
て
逮
捕
さ
れ
た
と
い

う
記
事
を
偶
然
み
つ
け
ま
し
た
。

当
然
、
傷
害
罪
で
刑
事
罰
を
受
け

て
い
る
は
ず
で
す
が
、
採
用
時
の
履

歴
書
に
は
そ
の
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
弊
社
の
就

業
規
則
に
は
「
重
要
な
経
歴
を
偽

り
、
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り

雇
い
入
れ
ら
れ
た
と
き
」
は
懲
戒

解
雇
に
す
る
旨
の
規
定
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
に
従
い
解
雇
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
問
題
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

 第243回 

犯罪歴を隠して
入社した労働者
の懲戒解雇は

こ
と
で
あ
り
︑
裁
判
で
も
︑
こ
れ
を
理

由
に
解
雇
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う

か
が
争
わ
れ
︑
よ
く
問
題
と
な
る
と

こ
ろ
で
す
︒

　

経
歴
詐
称
問
題
に
つ
い
て
は
︑
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
が
あ
り
︑
判
決
も
た

く
さ
ん
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑一
般
に
︑

①
業
務
面
へ
の
影
響
と
し
て
︑
そ
の
事

実
を
知
っ
て
い
れ
ば
雇
用
契
約
は
締

結
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︑
と
い
え

る
ほ
ど
重
大
な
経
歴
詐
称
で
あ
っ
た

か
︑
②
経
歴
詐
称
を
し
た
者
を
そ
の

ま
ま
会
社
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
が

会
社
秩
序
を
乱
す
こ
と
に
な
る
か
ど

う
か
︱
︱
が
懲
戒
解
雇
の
判
断
基
準

に
な
り
ま
す
︒

　

た
だ
し
同
じ
経
歴
詐
称
で
も
︑
学

歴
や
職
歴
と
違
い
︑
犯
罪
歴
に
つ
い
て

は
判
断
が
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
面
が
あ

り
ま
す
︒
判
例
で
も
︑
学
歴
や
職
歴

に
つ
い
て
は
︑
通
常
︑
労
働
力
の
評
価

に
直
接
か
か
わ
る
た
め
︑
多
く
が
そ

の
詐
称
を
懲
戒
解
雇
事
由
に
該
当
す

る
と
認
め
︑
解
雇
を
有
効
と
し
て
い

ま
す
︒
し
か
し
︑犯
罪
歴
に
つ
い
て
は
︑

詐
称
が
労
働
者
の
労
務
提
供
の
内
容

に
直
接
影
響
し
な
い
こ
と
も
あ
り
︑

重
大
な
企
業
秩
序
違
反
と
判
断
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
ご
質
問
の

よ
う
に
︑
例
え
ば
︑
酒
に
酔
っ
て
相
手

に
け
が
を
さ
せ
た
と
い
う
前
科
・
前

歴
が
あ
っ
て
も
︑
常
識
的
に
勤
務
中

に
酒
を
飲
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な

い
わ
け
で
す
か
ら
︑
そ
れ
が
即
︑
倉

庫
業
務
や
職
場
の
秩
序
に
悪
影
響
が

あ
る
と
は
い
え
な
い
た
め
で
す
︒

　

ま
た
︑
会
社
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
︑
確
定
し
た
有
罪
判

決
だ
け
に
限
ら
れ
︑
不
起
訴
処
分
や

起
訴
猶
予
の
ほ
か
︑
刑
期
を
終
え
て

10
年
を
経
過
し
た
も
の
や
︑
執
行
猶

予
期
間
が
経
過
し
た
も
の
な
ど
は
︑

犯
罪
歴
と
し
て
申
告
す
る
義
務
は
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑
ご

質
問
の
労
働
者
Ａ
が
起
こ
し
た
傷
害

事
件
が
仮
に
執
行
猶
予
付
き
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
︑
す
で
に
執
行
猶
予
期

間
が
経
過
し
て
お
り
︑
申
告
の
義
務

が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

　

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
︑

貴
社
の
場
合
も
労
働
者
Ａ
は
入
社
し

て
か
ら
す
で
に
３
年
を
経
過
し
て
お
り
︑

そ
の
間
に
与
え
ら
れ
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『大型トラックの踏切事故』『大型トラックの踏切事故』 『大型トラックの衝突事故』『大型トラックの衝突事故』

▪事故の概要

　令和元年９月５日11時 43分頃、神奈川県横浜市神奈川区の京浜急行電鉄㈱の神奈川新町駅～京
急東神奈川駅間の踏切道において、大型トラックが踏切警報機および踏切遮断機が作動している踏切
道を通過中、下り快特列車と衝突し、大型トラックが大破、一部を焼損するとともに列車の一部が脱
線した。
　この事故により、大型トラックの運転者が死亡、列車の乗客15人が重傷を負い、列車の運転士、
車掌および乗客 60人が軽傷を負った。

▪事故の原因

　事故は、大型トラックの運転者が、予定していた首都高速道路の入口が工事閉鎖となっていたことか
ら、急遽運行経路を変更したものの、狭あい道路に迷い込み、予定していた運行経路に戻るために
事故地点の踏切道に進入したことによって発生したと考えられる。
　狭あい道路に迷い込んでしまったことについては、運行管理者等へ連絡し相談を行うべきであった
にもかかわらず、これを行わなかったことや、道幅が狭くなると認識できる状況であったにもかかわらず、
来た道を戻る等せず道路状況を確認しないまま直進したことが要因であると考えられる。
　大型トラックは、丁字路となっている狭あい道路の出口において左折を試みた後、当該踏切道への
進入のため右折を開始したが、車両左後端が狭あい道路出口左側の標識柱に接触し、何回かの切り
返しを必要としたため、これに手間取り、踏切警報機および踏切遮断機が作動を開始した時点におい
て、すでに運転席が踏切道内に進入し、その後も無理な右折操作を継続したことで時間を取られ、加
えて踏切道内で一旦停止したために、走行してきた下り快特列車と衝突したものと考えられる。
　一方、事業者においては、運行管理者が病気治療のため運行管理業務を行えず、同一敷地内のグ
ループ別会社の役員が業務を代行している状況であった。役員は、「貨物自動車運送事業者が事業用
自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針」で定める「主な道路および交通の状況をあらかじ
め把握させること」や「事業用自動車を安全に運転するために留意すべき事項を指導し、理解させるこ
と」、「事業用自動車の運転に関して生ずる様々な危険について、危険予知訓練の手法等を用いて理解
させること」、「事故発生時、災害発生時その他の緊急時における対応方法について事例を説明するこ
とにより理解させること」等についての教育を実施しておらず、運行経路の指示・確認、工事による首
都高速道路入口の閉鎖等の情報把握とその周知を行っていなかった。このほか、日頃運転者に対して
何かあったら連絡するようにとだけ申し伝え、緊急事態あるいは安全な運行が妨げられる事象が発生
した場合の具体的な対応についての教育を行っていなかった。このため、道を間違え狭あい道路に進
入する直前や狭あい道路出口で右折を選択する前に、大型トラックの運転者が役員に連絡を入れ助言
を受けることがなかったことも事故につながった要因の一つと考えられる。

▪再発防止策

・�必要な数の運行管理者等の選任を行い、いかなる運行の状況にも対応できる運行管理体制を構築。
・�道に迷ってしまった時等は、運行管理者等へ連絡・相談するなど、緊急時対応の教育を行う。
・�運転者の運転経験、技量、運行する車両等を考慮した、安全な運行が確保できる運行経路の作成。
また、定期的に運行経路の道路状況等を確認し、安全な運行が困難な場合には運行経路の見直し。
・�始業点呼時に道路情報等を踏まえた安全な運行経路を指示するなど、点呼を確実に実施。
・�踏切道通過中に踏切警報機および踏切遮断機が作動した場合には、速やかに踏切から退出。また、
運行不能となった場合には、列車に対する適切な防護措置を実施。

▪事故の概要

　令和元年10月27日18時 48分頃、滋賀県高島市の国道161号「新安曇川大橋」の橋上において、
大型トラックが輸出用機械約2,600kgを積載して走行中、道路左側の縁石や街路樹等に接触後、対
向車線に進入し、対向車線を走行してきた乗用車と正面衝突した。
　この事故により、乗用車の運転者が死亡し、同乗者1人が重傷を負った。
　なお、事故時、大型トラックの運転者は基準値を超えるアルコールを身体に保有していた。

▪事故の原因

　事故は、大型トラックの運転者が、片側1車線の緩やかな左カーブの道路を走行中、大型トラック
を道路左側の縁石等に接触させたうえ、対向車線に進入させ、折から対向車線を走行してきた乗用車
に正面衝突したことで発生したものと考えられる。
　同運転者は、運行途中の福井県坂井市内と同敦賀市内で飲酒したことにより、強い眠気を催して、
正常な運転操作が困難な状態で運転を継続したため、走行中、仮眠状態に陥っていたものと考えられ
る。
　事業者においては、同運転者に対する点呼（対面または電話）の大部分が未実施であった。このた
め、運転者の酒気帯びの有無等の確認および安全な運行を確保するために必要な指示がなされない
まま運転者が運行を開始するという極めて不適切な点呼実施体制となっていた。また、点呼記録簿の
未作成や記録漏れがあったこと、さらには、運行指示書を作成しておらず、運転者に対して休憩地点
等の必要な指示を行っていなかったことや、同運転者にアルコール検知器の携行が必要な運行を行わ
せていたにもかかわらず、同検知器を持たせないまま運行させるなど、運行管理全般について遵法精
神が欠如していたものと考えられる。本事故の背景には、これらの複数の要因が存在し、それらが重
なり合って発生したものと考えられる。
　さらに、事業者は、新たに雇用する運転者に対し、健康状態を把握するよう努めなければならない
ところ、把握していなかった。また、アルコールが運転に及ぼす影響や危険性についての教育を採用
日に行っていたものの、事故当時、同運転者が飲酒運転していた結果から、その指導が不十分であっ
た可能性が考えられる。

▪再発防止策

・�会社全体で飲酒運転根絶意識を向上させ、飲酒運転を許さない強固な企業風土を構築。
・�運転者を雇用する際は、健康診断や運転記録証明書等により健康状態や酒気帯び運転等の交通違
反歴を確実に把握し、慎重に検討。
・�雇用後においては、運転者の飲酒傾向、酒気帯び運転等の交通違反歴を継続的に把握、また、ア
ルコールが運転に及ぼす影響や危険性について、継続的に指導。問題がある運転者に対しては、
直ちに乗務を停止するとともに、専門医によるカウンセリングや治療を受けさせる。
・�アルコール検知器による酒気帯びの有無の確認を徹底し、点呼を確実に実施。

File09 File10

〔発生日時〕令和元年9月5日11時43分頃 〔道路形状〕踏切道　平坦
〔天候〕晴れ 〔路面状況〕乾燥
〔運転者の年齢・性別〕67歳（当時）・男性 〔最高速度規制〕30km/h
〔死傷者数〕死亡1人、重傷15人、軽傷62人 〔危険認知速度〕 – km/h
〔当該業態車両の運転経験〕当該事業者で約1年 〔危険認知距離〕 – m

〔発生日時〕令和元年10月27日18時48分頃 〔道路形状〕平坦、緩やかな左カーブ
〔天候〕曇り 〔路面状況〕乾燥
〔運転者の年齢・性別〕57歳（当時）・男性 〔最高速度規制〕60km/h
〔死傷者数〕死亡1人、重傷1人 〔危険認知速度〕 – 
〔当該業態車両の運転経験〕17年8か月 〔危険認知距離〕0m

発生日時：令和元年９月５日　11時 43分頃
発生場所：神奈川県横浜市神奈川区

発生日時：令和元年 10月 27日　18時 48分頃
発生場所：滋賀県高島市

国交省「事業用自動車事故調査報告書」から
事業用トラックの交通事故要因分析と再発防止策

第８回 　国土交通省は、平成 26年に各分野の専門家から構成される「事業用自動車事故調査
委員会」を設置。事業用自動車の交通事故のうち、社会的影響が大きく、事故原因が自
動車運送事業者の組織的・構造的問題に起因する可能性がある、有効な再発防止策を必
要とする等の重大な事案について、事故要因の調査分析と再発防止策の提言を行っている。
　ここでは、令和 3年 12月 24日に公表された事故調査報告書から、事業用トラックが関
係する交通事故について、その概要や原因分析結果などを紹介する。なお、同報告書の
詳細は国交省のホームページに掲載されている。
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ウィズコロナ・アフターコロナ……「今週のパパの出勤日は月水金で、ツムギ
は火木が登校日。今日は16日だからパパを起こして正解ね」「その通り！」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜安全運転知識編〜
	 【解 答】2面に問題
❶	×（教則第4章第5節1	視覚の特性⑵）
疲労の影響は目に最も強く現われ、疲
労の度が高まるにつれて、見落としや見
間違いが多くなる。
❷	○（教則第4章第5節1	視覚の特性⑶）
明るさが急に変わると、視力は、一時急
激に低下する。トンネルに入る前やトン
ネルから出るときは速度を落とす。
❸	×（教則第4章・第5節2	自動車に働
く自然の力⑶）衝撃力は速度と重量に応
じて大きくなり、また、固い物にぶつか
るときのように、衝撃の作用が短時間に

行われるほどその力は大きくなる。
❹		○（教則第4章第5節2	自動車に働く
自然の力⑴）ぬれたアスファルト路面を
走るときなどは、摩擦抵抗が小さくなり
制動距離が長くなる。
❺	×（教則第5章・第4節2	停止距離と車
間距離⑷）大型自動車や中型自動車、準
中型自動車は普通自動車に比べて、運
転席の位置が高く、見下ろす形となり、
車間距離が実際よりも長く感じられるた
め、車間距離が短くなりやすい。
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取
日
）
を
０
日

目
と
し
て
起
算
す
る
こ
と
と

な
る
︒
ま
た
︑
別
の
家
族
が

無
症
状
病
原
体
保
有
者
で
あ

り
︑
そ
の
後
発
症
し
た
場
合

は
︑
そ
の
発
症
日
を
０
日
目

と
し
て
起
算
す
る
必
要
が
あ

る
︒
同
取
り
扱
い
は
︑
今
年

２
月
２
日
よ
り
適
用
と
な
っ

て
い
る
︒

　

社
会
機
能
維
持
者
の
同
居

家
族
が
陽
性
と
な
り
︑
社
会

機
能
維
持
者
が
濃
厚
接
触
者

と
な
っ
て
待
機
し
た
場
合
を

除
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
な
ど
社
会
機
能
維
持
者
の

待
機
期
間
短
縮
に
あ
た
っ
て

は
︑
４
日
目
お
よ
び
５
日
目

に
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
に

よ
る
検
査
を
行
い
︑
検
査
結

果
が
陰
性
で
あ
る
必
要
が
あ

る
︒

　

社
会
機
能
維
持
者
に
対
す

る
検
査
は
︑
事
業
者
の
費
用

負
担
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
︒
ま
た
︑
検
査
に
使

用
す
る
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ

ト
は
薬
事
承
認
さ
れ
た
も
の

を
必
ず
用
い
る
と
と
も
に
︑

「
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
を

使
用
し
た
検
査
実
施
体
制
に

関
す
る
確
認
書
」（
二
次
元
コ

ー
ド
①
）
に
示
さ
れ
て
い
る

対
応
（
図
２
）
を
行
う
こ
と

持
者
の
検
査
結
果
を
必
ず
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

ま
た
︑
医
療
機
関
以
外
で
の

検
査
に
よ
り
陽
性
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
︑
事
業
者
か

ら
社
会
機
能
維
持
者
に
対

し
︑
医
療
機
関
の
受
診
を
促

す
と
と
も
に
︑
当
該
医
療
機

関
の
診
断
結
果
の
報
告
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
な

お
︑
診
断
に
よ
り
陽
性
が
確

定
し
た
場
合
︑
感
染
症
法
に

基
づ
く
保
健
所
へ
の
届
出
は

診
断
を
行
っ
た
医
療
機
関
が

行
う
た
め
︑
報
告
を
受
け
た

事
業
者
か
ら
保
健
所
へ
の
連

絡
は
不
要
と
な
る
︒

　

待
機
解
除
後
に
社
会
機
能

維
持
者
が
業
務
に
従
事
す
る

際
に
は
︑事
業
者
に
お
い
て
︑

感
染
対
策
を
徹
底
す
る
必
要

が
あ
る
︒
ま
た
︑
社
会
機
能

維
持
者
に
対
し
て
︑
10
日
目

ま
で
は
当
該
業
務
へ
の
従
事

以
外
の
不
要
不
急
の
外
出
は

で
き
る
限
り
控
え
︑
通
勤
時

の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

で
き
る
限
り
避
け
る
よ
う
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
抗
原
定
性
検
査
キ

ッ
ト
を
利
用
す
る
際
に
は
︑

﹁
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
を

使
用
し
た
検
査
実
施
体
制
に

関
す
る
確
認
書
﹂
別
紙
で
示

し
た
﹁
一
般
的
な
検
査
手
順

と
留
意
点
﹂
に
加
え
て
︑
厚

労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
教
材
（
二

次
元
コ
ー
ド
②
）
を
参
考
に

す
る
と
と
も
に
︑
各
製
品
の

添
付
文
書
に
お
け
る
使
用
方

法
や
キ
ッ
ト
製
造
メ
ー
カ
ー

が
提
供
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
動
画
資
料
を
必
ず
確
認
・

理
解
し
た
上
で
︑
検
査
を
実

施
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
︒

と
し
て
い
る
︒
な
お
︑
事
業

者
が
医
薬
品
卸
売
販
売
業
者

か
ら
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト

を
入
手
す
る
場
合
は
︑
同
確

認
書
を
同
卸
売
販
売
業
者
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
︒
ま

た
︑
事
業
者
が
抗
原
定
性
検

査
キ
ッ
ト
を
入
手
す
る
に
あ

た
っ
て
は
︑
必
要
と
想
定
さ

れ
る
量
を
勘
案
し
て
購
入
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
︒

　

事
業
者
は
︑
社
会
機
能
維

ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
・
職
域
接
種
の
積
極
的
な
活
用
を
呼
び
か
け

事
業
継
続
に
向
け
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
点
検
を
！

　

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

は
︑
２
月
８
日
に
開
催
し
た

大
臣
会
見
の
中
で
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
を
は
じ
め
と
し

た
所
管
業
界
の
事
業
者
に
対

し
︑
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種

の
積
極
的
な
活
用
を
働
き
か

け
て
い
く
方
針
を
示
し
た
︒

　

昨
年
末
以
降
︑
従
来
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
比
べ
て

感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
お

り
︑
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
影
響

に
よ
り
︑
多
く
の
従
業
員
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
り
︑
濃
厚
接
触
者
と

な
っ
て
入
院
や
自
宅
待
機
な

ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場

合
︑
事
業
者
の
事
業
継
続
に

支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
も
想
定

さ
れ
て
い
る
︒
一
方
で
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接
種
が
進
ん
で
お
ら
ず
︑

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た

（
表
）︒

　

こ
う
し
た
中
で
︑
岸
田
文

雄
内
閣
総
理
大
臣
は
２
月
７

日
︑
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接

種
に
関
す
る
総
理
指
示
を
発

出
︒
国
・
自
治
体
・
企
業
を

挙
げ
て
︑
２
月
の
で
き
る
だ

け
早
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

１
日
１
０
０
万
回
ま
で
ペ
ー

ス
ア
ッ
プ
す
る
方
針
を
示
す

と
と
も
に
︑
２
月
半
ば
に
職

域
で
の
接
種
を
開
始
す
る
方

針
を
示
し
た
上
で
︑
国
土
交

通
省
所
管
事
業
者
等
に
対
し

て
職
域
接
種
の
積
極
的
な
活

用
を
働
き
か
け
る
よ
う
︑
国

交
省
に
指
示
し
た
︒

　

斉
藤
国
交
大
臣
は
同
記
者

会
見
の
中
で
︑
事
業
者
に
対

し
︑
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接

種
を
広
く
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
︑
改
め
て
事
業
者
等
に

対
し
て
職
域
接
種
へ
の
参
加

を
強
く
働
き
か
け
て
い
く
方

針
を
示
し
た
上
で
︑
厚
生
労

働
省
等
の
関
係
省
庁
と
連
携

し
︑
職
域
接
種
の
推
進
に
適

切
に
対
応
し
て
い
く
と
し
た
︒

　

ま
た
︑経
済
産
業
省
で
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
は

じ
め
と
し
た
︑
国
民
生
活
や

国
民
経
済
の
安
定
確
保
に
不

可
欠
な
業
務
を
行
う
事
業
者

に
対
し
て
︑
感
染
症
に
対
応

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
の
策
定
・
点
検
︑
着
実

な
実
行
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

図１　オミクロン株患者の濃厚接触者の待機期間の見直しについて
・原則、最終曝露日（陽性者との接触等）から７日間（８日目に解除）
・社会機能維持者は、２日にわたる検査を組み合わせることで、５日目に解除

※  10 日間を経過するまでは、検温など自身による健康状態の確認や、リスク
の高い場所の利用や会食等を避けること、マスクを着用すること等の感染
対策が求められる。

・ 社会機能維持者の同居家族等が陽性となり、社会機能維持者が濃厚接触
者となって待機した場合の待機期間は、７日間（８日目に解除）

図２　抗原定性検査キットを使用した検査実施体制

① 検査管理者が研修を受講していることを確認して、リスト化する。
※ 研修については、厚労省ホームページ（HP）で公開されている以下の
WEB教材（二次元コード②）の関連部分を学習する。

・ 医療従事者の不在時における新型コロナウイルス抗原定性検査のガイ
ドライン

・理解度確認テスト

② 抗原定性検査キットは、社会機能維持者である濃厚接触者に対する検査
にのみ使用する。

③ 検査管理者が受検者に対し、検査の実施方法等について、確認書（二
次元コード①）の別紙を活用し説明するとともに、理解を得たことを確認
する。また、検査の実施に当たっては、可能な限りオンラインで立ち会い
・管理下において実施するほか、検査結果は必ず確認する。

④ 検査管理者が、受検者に対し、抗原定性検査キットを使用した検査の結
果が陽性となった場合、医療機関への受診を促すとともに、その診断結
果を確認する。

⑤ 検査結果が陰性だった場合にも、当該業務への従事以外の不要不急の
外出はできる限り控えるよう求める。

二次元コード②
厚労省・医療従事者の不在
時における新型コロナウイ
ルス抗原定性検査のガイド
ライン等について

二次元コード①
抗原定性検査キットを使用
した検査実施体制に関する
確認書（確認書はリンク先
PDFの9ページ目、別紙は10
ページ目以降にあります）

定
め
ら
れ
た
対
応
に
基
づ
い
て
検
査
を
実
施

陰
性
で
も
10
日
目
ま
で
は
感
染
対
策
徹
底
を

2
待
機
期
間
短
縮
に
必
要
な
「
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る
検
査
」

検
査
結
果
が
「
陰
性
」
の
場
合
に

待
機
期
間
が
10
日
間
か
ら
最
短
５
日
間
に
短
縮

1
濃
厚
接
触
者
の
待
機
期
間
見
直
し

表　新型コロナワクチン接種の状況
（２月 14 日時点）

接種率

１回以上接種者 80.2%

２回接種完了者 79.0%

３回接種完了者 9.4%
出典： 首相官邸ホームページ「新型コロナワクチ

ンについて」

厚生労働省

新型コロナウイルス感染症　オミクロン株患者の待機期間を見直し新型コロナウイルス感染症　オミクロン株患者の待機期間を見直し
トラックドライバーの濃厚接触者の待機期間が最短５日間にトラックドライバーの濃厚接触者の待機期間が最短５日間に
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。
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名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

2022・2・15

▼
﹁
摩
訶
不

思
議
な
出
来

事
﹂
は
︑
身

近
に
存
在
し

ま
す
︒
し
か

し
︑
現
代
の

科
学
で
証
明
が
不
可
能
な
現
象
は
︑
実
際
に

体
験
し
た
者
に
し
か
理
解
で
き
な
い
も
の
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
幼
い
頃
に
千
葉
に
住
む

伯
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
︒

あ
る
日
︑
伯
母
夫
婦
は
寄
合
に
行
く
た
め
︑

伯
母
夫
婦
の
子
ど
も
２
人
の
姉
弟
と
私
を
残

し
︑
村
の
集
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
︒
伯
母
夫

婦
が
家
か
ら
遠
ざ
か
る
足
音
は
︑
砂
利
を
踏

み
し
め
る
独
特
な
音
で
確
認
で
き
ま
し
た
︒

当
時
は
︑
玄
関
の
鍵
な
ど
を
閉
め
る
風
習
も

な
く
︑
私
達
３
人
は
屋
内
で
仲
良
く
遊
ん
で

い
ま
し
た
︒
▼
間
も
な
く
し
て
︑
玄
関
の
引
き

戸
を
開
け
て
入
っ
て
来
た
の
は
︑
見
知
ら
ぬ
年

配
の
女
性
で
し
た
︒
私
達
を
知
っ
て
い
る
か
の

如
く
︑
３
人
の
名
前
を
呼
び
﹁
お
菓
子
を
食

べ
よ
う
﹂
と
︑
居
間
に
上
が
っ
て
来
ま
し
た
︒

そ
の
女
性
が
風
呂
敷
を
開
け
る
と
︑
楕
円
形

の
中
央
に
木
の
葉
模
様
が
あ
る
饅
頭
が
現
れ

ま
し
た
︒
私
た
ち
は
︑
饅
頭
を
食
べ
て
︑
広
い

居
間
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
す
る
と
︑
い
つ
の
間
に

か
そ
の
女
性
が
私
の
背
後
に
い
る
の
で
す
︒
何

度
場
所
を
変
え
て
も
︑
振
り
返
る
と
そ
の
女

性
が
後
ろ
に
い
て
︑
冷
た
い
視
線
で
私
を
見
つ

め
返
し
ま
し
た
︒
肩
に
手
を
置
か
れ
︑
私
が

振
り
払
お
う
と
そ
の
手
に
触
れ
る
と
︑
真
夏

だ
と
い
う
の
に
︑
手
は
凍
て
つ
い
て
い
る
か
の

如
く
冷
た
か
っ
た
の
で
す
︒
悲
鳴
を
上
げ
た
ま

さ
に
そ
の
時
︑
寄
合
を
終
え
て
帰
っ
て
き
た
伯

母
夫
婦
が
玄
関
を
開
け
た
瞬
間
に
︑
そ
の
女

性
は
忽
然
と
姿
を
消
し
ま
し
た
︒
▼
後
に
︑

寄
合
で
の
話
の
内
容
を
聞
い
た
私
は
︑
身
の
毛

が
よ
だ
ち
ま
し
た
︒
そ
れ
は
︑
あ
の
見
知
ら
ぬ

女
性
の
弔
い
に
つ
い
て
だ
っ
た
か
ら
で
す
︒
思

い
起
こ
す
と
︑
見
知
ら
ぬ
女
性
だ
と
思
っ
て
い

た
そ
の
人
は
︑
村
の
入
口
の
橋
の
袂
に
あ
る
雑

貨
屋
の
女
性
だ
っ
た
の
で
す
︒
伯
母
夫
婦
の
話

を
聞
く
う
ち
に
︑
以
前
パ
ン
を
買
い
に
行
っ
た

時
︑
あ
の
女
性
か
ら
親
し
げ
に
声
を
掛
け
ら

れ
た
記
憶
が
突
如
蘇
り
ま
し
た
︒
事
故
で
子

ど
も
を
失
い
︑
精
神
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
話

で
︑
黄
泉
の
国
へ
行
く
に
際
し
て
︑
私
に
何
か

を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
不

可
思
議
な
現
象
は
︒
恐
怖
と
歓
喜
が
交
錯
し

て
身
の
回
り
に
現
れ
ま
す
︒
心
霊
現
象
や
臨

死
体
験
と
い
っ
た
﹁
超
常
現
象
﹂︑
歴
史
や
風

習
に
ま
つ
わ
る
﹁
ミ
ス
テ
リ
ー
﹂
と
︑
世
界
に

は
︑
解
明
で
き
な
い
﹁
謎
﹂
が
数
多
く
存
在

し
ま
す
︒
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
で
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
に
放
送
さ
れ
た
﹃
臨
死
体
験　

立
花

隆　

思
索
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
﹄
は
︑
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
立
花
隆
氏
が
︑
世
界
を
ま
わ
り
﹁
脳

と
心
﹂
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
︑
非
常
に

興
味
深
い
内
容
で
し
た
︒
私
も
︑
自
分
で
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
て
き
た
複
数
の
摩
訶
不
思
議

な
経
験
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
︑﹁
精
神
と
肉

体
を
と
も
に
心
が
差
配
し
︑
脳
が
最
善
の
選

択
を
行
う
﹂
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
感
動
を
覚

え
ま
し
た
︒
▼
父
の
急
逝
を
聞
い
た
の
は
︑
豪

州
・
ケ
ア
ン
ズ
に
い
た
時
で
し
た
︒﹁
キ
ュ
ラ

ン
ダ
国
立
公
園
﹂
を
観
光
し
た
あ
と
︑
宿
泊

先
の
ホ
テ
ル
に
帰
り
︑
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を

と
り
︑
部
屋
に
戻
っ
た
直
後
に
ツ
ア
ー
会
社
の

添
乗
員
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
︒﹁
お
客
様

が
座
っ
て
い
ら
し
た
７
番
目
の
右
側
窓
側
席

に
︑
グ
レ
ー
の
ブ
ル
ゾ
ン
の
お
忘
れ
物
が
あ
り

ま
し
た
︒
山
崎
様
の
ブ
ル
ゾ
ン
で
す
よ
ね
﹂
と

の
問
い
合
わ
せ
で
す
︒
私
は
︑﹁
確
か
に
席
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
私
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
﹂
と
答
え
る
と
︑
電
話
口
か
ら
相
手
の

嘆
息
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
︒
そ
の
１
時
間
後

に
︑
東
京
か
ら
国
際
電
話
が
入
り
ま
し
た
︒

兄
か
ら
で
︑﹁
父
さ
ん
の
容
態
が
急
変
し
︑
１

時
間
前
に
亡
く
な
っ
た
﹂
と
い
う
知
ら
せ
で
︑

私
は
絶
句
し
︑
受
話
器
を
持
ち
な
が
ら
立
ち

尽
く
し
ま
し
た
︒
▼
私
は
つ
い
３
日
前
に
︑
長

期
入
院
を
し
て
い
た
東
京
・
広
尾
の
﹁
北
里

病
院
﹂
へ
︑
父
を
見
舞
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か

ら
で
す
︒
そ
の
際
に
父
は
︑﹁
体
調
は
良
い
か

ら
︑
心
配
し
な
い
で
﹂
と
︑
私
を
気
遣
っ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑﹁
そ
う
い
え
ば
︙

︙
あ
っ
！　

グ
レ
ー
の
ブ
ル
ゾ
ン
﹂
と
︑
添
乗

員
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
︒
父
は
︑
こ
の

時
期
に
グ
レ
ー
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
愛
用
し
て
い
た

か
ら
で
す
︒
私
の
席
に
確
か
に
置
き
忘
れ
ら
れ

て
い
た
と
い
う
グ
レ
ー
の
ブ
ル
ゾ
ン
は
︑
一
体

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
︒
全
く
説
明
が
つ
き

ま
せ
ん
が
︑
こ
れ
は
﹁
薫
︑
こ
れ
か
ら
父
さ
ん

は
遠
く
へ
旅
立
つ
よ
﹂
と
い
う
︑
亡
き
父
か
ら

私
ヘ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
︒
優
し
く
︑
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
父
の
﹁
生

涯
最
後
の
一
人
芝
居
﹂
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
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福
島
県
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
︒

　

福
島
県
は
︑
東
北
地
方
の

な
か
で
も
一
番
南
に
位
置
し
︑

宮
城
県
︑山
形
県
︑新
潟
県
︑

群
馬
県
︑
栃
木
県
︑
茨
城
県

の
複
数
県
と
隣
接
し
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
東
京
か
ら
は
概

ね
２
０
０
㌔
㍍
圏
内
と
首
都

圏
に
近
い
上
に
︑
東
北
自
動

車
道
と
常
磐
自
動
車
道
が
南

北
に
貫
き
︑
磐
越
自
動
車
道

が
東
西
に
走
る
な
ど
︑
高
規

格
幹
線
道
路
網
が
整
備
さ
れ

て
お
り
︑
こ
の
地
理
的
な
利

点
か
ら
工
業
生
産
が
盛
ん
で

す
︒
県
民
人
口
は
お
よ
そ
１

９
０
万
人
︑
い
わ
き
市
︑
郡

山
市
︑
福
島
市
の
３
大
都
市

が
県
の
中
心
都
市
と
し
て
栄

え
て
い
ま
す
︒

　

そ
し
て
︑
県
の
面
積
は
約

１
万
４
千
平
方
㌔
㍍
で
︑
全

国
で
は
北
海
道
︑
岩
手
県
に

次
い
で
３
番
目
の
広
さ
を
誇

り
ま
す
︒

　

ま
た
県
は
︑
南
北
に
連
な

る
東
部
地
域
の
阿
武
隈
高
地

と
奥
羽
山
脈
に
よ
っ
て
︑
太

平
洋
側
か
ら﹁
浜
通
り
﹂︑﹁
中

通
り
﹂︑﹁
会
津
﹂
の
３
つ
の

地
域
に
分
け
ら
れ
︑
こ
の
３

地
域
は
︑
地
形
︑
気
候
︑
文

化
︑
産
業
︑
交
通
な
ど
の
面

で
様
々
な
違
い
が
み
ら
れ
ま

す
︒

　

太
平
洋
側
の
﹁
浜
通
り
﹂

は
︑
県
南
の
い
わ
き
市
を
中

心
と
し
た
工
業
地
帯
と
︑
相

馬
市
な
ど
県
北
の
製
紙
工
業

が
発
達
し
て
お
り
︑
ま
た
︑

東
北
自
動
車
道
や
新
幹
線
な

ど
人
・
物
流
の
動
脈
が
走
る

﹁
中
通
り
﹂
で
は
︑
県
北
の

青
果
物
の
生
産
お
よ
び
西
工

業
団
地
で
の
工
業
生
産
が
盛

ん
で
︑そ
し
て
︑内
陸
の
﹁
会

津
﹂
で
は
︑
観
光
主
体
の
産

業
が
特
徴
と
い
え
ま
す
︒

福
島
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
巡
る
動
向
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

福
島
県
は
︑農
林
水
産
業
︑

鉱
工
業
︑
観
光
お
よ
び
商
業

が
盛
ん
で
︑
輸
送
品
目
も
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
︒

し
か
し
︑﹁
東
日
本
大
震
災
﹂

に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
10

年
が
過
ぎ
て
も
︑
放
射
性
汚

染
物
質
と
風
評
被
害
が
農
林

水
産
業
や
観
光
業
に
影
を
落

と
し
︑
そ
し
て
︑
一
昨
年
か

ら
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
と
︑
目
に
見
え
な
い
脅
威

に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
は
︑
燃
料
費
の
高

騰
が
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

ま
す
︒
例
え
ば
︑
単
月
で
約

50
㌔
㍑
を
消
費
す
る
事
業
所

で
は
︑
前
年
同
月
比
で
１
㍑

当
た
り
40
円
高
と
な
っ
た
と

し
て
︑
同
比
２
０
０
万
円
前

後
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
っ
て

し
ま
う
計
算
に
な
り
ま
す
︒

中
小
零
細
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
で
︑
利
益
率
は
１
~

３
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
︑
利
益
が
減
り
経
営
を

圧
迫
す
る
ど
こ
ろ
か
︑
赤
字

に
転
落
し
て
し
ま
う
な
ど
︑

軽
油
価
格
高
騰
に
よ
る
経
営

へ
の
影
響
が
非
常
に
強
く
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
︒

﹁
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
﹂
や
﹁
働
き
方
改

革
﹂
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
︑﹁
働
き

方
改
革
関
連
法
﹂に
お
い
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
︑
時
限
措
置
と
し
て
猶
予

さ
れ
て
い
た
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
の
時
間
外
労
働
賃

金
の
割
増
し
（
60
時
間
以
上

５
割
増
）︑
そ
し
て
６
年
４
月

１
日
か
ら
は
︑
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
（
年
間
９
６
０

時
間
・
月
間
80
時
間
）
が
適

用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
な
ど
︑

こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
︑
ま

さ
に
﹁
物
流
危
機
﹂
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
令
和
４
年
は
︑

﹁
働
き
方
改
革
﹂
に
向
け
た

取
引
環
境
の
改
善
と
労
働
環

境
の
改
善
を
よ
り
一
層
強
く

推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
︒

そ
の
中
の
問
題
の
一
つ
に
﹁
賃

金
の
未
払
い
﹂
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
︒
労
働
の
対
価
と
し
て

適
切
に
給
与
に
反
映
さ
れ
支

払
わ
れ
て
い
る
か
︑
き
ち
ん

と
確
認
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
︒
本
来
︑
基
本

給
と
非
課
税
項
目
を
除
く
各

種
手
当
を
合
計
し
た
基
本
時

給
に
よ
り
︑﹁
勤
務
労
働
時

間
﹂︑﹁
残
業
労
働
時
間
﹂︑﹁
深

夜
労
働
時
間
﹂︑﹁
休
日
労
働

時
間
﹂
を
管
理
し
︑
給
与
明

細
に
明
記
し
て
賃
金
を
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
し
か

し
︑
多
く
の
事
業
者
で
は
︑

売
上
や
走
行
距
離
に
よ
る
歩

合
制
で
賃
金
が
支
払
わ
れ
て

い
る
の
が
実
態
と
聞
い
て
お

り
︑
労
働
時
間
手
当
が
給
与

明
細
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い

事
業
者
は
︑
毎
月
﹁
賃
金
未

払
い
﹂
を
発
生
さ
せ
て
い
る

こ
と
と
な
る
た
め
︑
訴
訟
の

対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
︒

　

多
く
の
事
業
者
が
問
題
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
︑
今

後
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
﹁
給
与
体
系
改
革
﹂
に

尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒
こ
の
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
︑
国
土
交
通
省
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
省
庁
に
よ

る
支
援
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
し
て
事
業
者
の
生
産
性
向

上
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
機
器
の
導

入
支
援
︑
さ
ら
に
︑
各
事
業

者
の
適
正
運
賃
の
収
受
が
必

要
で
す
︒

　

そ
の
た
め
に
も
﹁
改
正
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
﹂
の

４
本
柱
で
あ
る
﹁
規
制
の
適

正
化
﹂︑﹁
事
業
者
が
遵
守
す

べ
き
事
項
の
明
確
化
﹂︑﹁
荷

主
対
策
の
深
度
化
﹂︑﹁
標
準

的
な
運
賃
の
告
示
制
度
の
導

入
﹂
の
中
で
︑
特
に
﹁
標
準

的
な
運
賃
﹂
の
活
用
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

　

そ
の
一
方
で
︑
国
交
省
が

﹁
適
正
運
賃
収
受
﹂
に
向
け

た
荷
主
業
界
へ
の
周
知
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
︑
福
島
県
で
は
︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の
届
出

率
が
昨
年
12
月
14
日
時
点

で
︑
東
北
運
輸
局
管
内
で
最

下
位
の
58
・
４
％
と
︑
低
い

数
値
が
現
状
で
す
︒
給
与
所

得
の
改
善
︑
労
働
者
不
足
の

解
消
等
︑
諸
問
題
解
決
の
原

資
と
し
て﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

明
白
で
す
が
︑
こ
の
状
態
で

は
甚
だ
心
も
と
な
い
状
況
で

す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
国
に
対
す
る
働
き
方
改

革
予
算
要
望
と
し
て
︑﹁
標

準
的
な
運
賃
の
普
及
・
浸
透

に
向
け
た
支
援
﹂︑﹁
働
き
方

改
革
実
現
の
た
め
の
諸
対
策

に
係
る
補
助
・
助
成
の
拡
充
﹂

の
２
つ
を
掲
げ
る
な
ど
﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
の
普
及
・
浸

透
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
︒

今
後
︑
法
制
化
を
求
め
る
声

へ
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
に
も
︑
届
出
率
は
非
常

に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
︒
適

正
運
賃
の
収
受
に
向
け
て
︑

会
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も

何
卒
ご
理
解
︑
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

環
境
・
安
全
対
策
等
の
諸

課
題
に
対
し
て
︑
福
島
県

ト
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
な
さ
っ
て
い

ま
す
か
︒

　

10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
日
﹂
の
行
事
の
一
環
と
し

て
︑
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
被
災
し
た
相
馬
市
磯
部
大

洲
地
区
で﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂

植
樹
会
を
開
催
し
ま
し
た
︒

植
樹
会
に
は
︑
相
双
支
部
会

員
と
そ
の
家
族
や
女
性
部
会

員
が
中
心
と
な
っ
て
約
30
人

が
参
加
し
︑
ク
ロ
マ
ツ
８
０
０

本
を
植
樹
し
ま
し
た
︒
こ
の

植
樹
会
は
﹁
海
岸
防
災
林
の

再
生
を
図
り
︑
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
に
寄
与
す

る
こ
と
﹂
を
目
的
に
︑
平
成

29
年
か
ら
継
続
し
て
活
動
し

て
お
り
︑
県
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収

量
認
証
制
度
で
も
認
証
を
受

け
て
い
ま
す
︒

　

一
方
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
は
車
両
技
術
の
進
歩
な
ど

に
よ
り
近
年
下
火
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
︒
し
か
し
︑
最

近
は
燃
料
価
格
高
騰
も
あ
り
︑

﹁
省
エ
ネ
運
転
﹂
と
し
て
の

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
知
識
・

技
術
の
必
要
性
が
増
し
︑
再

度
運
動
を
盛
り
上
げ
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
厳
し
い
環
境
下
に

あ
る
時
こ
そ
︑
法
令
遵
守
の

下
︑﹁
交
通
事
故
防
止
﹂︑﹁
労

働
災
害
防
止
﹂︑﹁
飲
酒
運
転

の
根
絶
﹂に
努
め
る
こ
と
が
︑

経
営
に
関
し
て
最
大
の
コ
ス

ト
削
減
で
あ
る
と
考
え
ま
す
︒

　

特
に
︑
皆
様
の
意
思
と
団

結
で
根
絶
が
可
能
で
あ
る
の

が
﹁
飲
酒
運
転
﹂
で
す
︒
飲

酒
運
転
は
︑
悪
質
極
ま
り
な

い﹁
犯
罪
行
為
﹂で
す
か
ら
︑

ト
ラ
ッ
ク
協
会
お
よ
び
企
業

で
は
︑
断
固
と
し
て
厳
し
い

態
度
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
︒
例
え
ば
︑

各
事
業
者
に
お
い
て
は
︑
乗

務
前
点
呼
時
の
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
で
︑
飲
酒
が
検
知

さ
れ
た
場
合
に
は
︑
警
察
へ

の
通
報
や
解
雇
な
ど
︑﹁
絶

対
に
飲
酒
運
転
を
許
さ
な

い
﹂
と
い
う
強
い
姿
勢
を
示

す
べ
き
で
し
ょ
う
︒
会
員
の

皆
様
に
は
特
段
の
取
り
組
み

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

こ
の
ほ
か
︑
福
島
県
ト
協

独
自
の
取
り
組
み
な
ど
ご

ざ
い
ま
す
か
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
と
し
て﹁（
公
社
）

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
プ
レ

ゼ
ン
ツ
マ
ッ
チ
﹃
ト
ラ
ッ
ク
Ｄ

Ａ
Ｙ
﹄﹂
を
令
和
３
年
９
月

５
日
に
実
施
し
ま
し
た
︒
こ

れ
は
︑
い
わ
き
市
の
﹁
い
わ

き
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
﹂

で
福
島
県
ト
協
が
パ
ー
ト
ナ

ー
契
約
を
結
ん
で
い
る
︑
Ｊ

Ｆ
Ｌ
所
属
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

﹁
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
﹂
と
連
携
・

協
力
し
た
冠
試
合
で
す
︒
ス

タ
ジ
ア
ム
の
場
外
で
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
を
受
け
︑
イ
ベ
ン

ト
な
ど
は
中
止
し
︑
試
合
と

ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
（
１
０
０

０
セ
ッ
ト
）
の
配
布
の
み
実

施
し
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
業
界
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
﹂︑﹁
人
材
確
保
対

策
﹂
事
業
の
一
環
で
あ
る
﹁
物

流
交
流
授
業
﹂
を
︑
福
島
市

立
森
合
小
学
校
で
開
催
し
ま

し
た
︒
こ
れ
は
︑
小
学
５
年

生
の
学
習
指
導
要
領
に
準
拠

し
た
社
会
科
授
業
と
連
携

し
︑
物
流
の
仕
組
み
と
物
流

の
主
役
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い

て
授
業
を
行
う
も
の
で
す
︒

授
業
を
通
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
︑
将
来
の
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
担
う
若

年
労
働
力
確
保
に
繋
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

　

座
学
で
は
﹁
物
流
の
ひ
み

つ
﹂
と
題
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
と
工
場
・
生
産
者
・
消

費
者
と
の
関
係
性
を
結
び
つ

け
て
解
説
し
︑
物
流
の
成
り

立
ち
と
と
も
に
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
が
取
り
組
ん
で
い

る
交
通
安
全
対
策
︑
環
境
対

策
︑
自
然
災
害
発
生
時
に
お

け
る
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
緊
急

物
資
輸
送
等
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
︒

ト
ラ
ッ
ク
体
験
授
業
で
は
︑

大
型
ウ
ィ
ン
グ
︑
中
型
パ
ワ

ー
ゲ
ー
ト
車
に
つ
い
て
︑
装

着
し
て
い
る
安
全
装
置
の
説

明
や
荷
物
の
積
載
量
等
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
︑
児
童

を
運
転
席
に
座
ら
せ
実
際
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
線
を
体
験

し
て
も
ら
う
乗
車
体
験
や
︑

ウ
ィ
ン
グ
を
開
い
た
ウ
ィ
ン
グ

車
や
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
車
の
荷

台
に
乗
っ
て
も
ら
う
な
ど
︑

ト
ラ
ッ
ク
に
直
に
触
れ
る
時

間
を
多
く
設
け
ま
し
た
︒

福
島
県
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
︑
日
ご
ろ
か
ら
お

考
え
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ

シ
ー
ま
た
今
後
の
抱
負
な

ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　
﹁
物
流
﹂
は
経
済
状
況
の

良
し
悪
し
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
︑
絶
対
に
な

く
な
る
こ
と
は
な
い
︑﹁
日
本

経
済
﹂︑﹁
国
民
生
活
﹂
を
支

え
る
大
変
重
要
な
仕
事
で

す
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
全
体
を
見
渡
し
て
も
︑

皆
様
は
一
生
懸
命
事
業
に
取

り
組
み
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

の
従
業
員
も
真
摯
に
業
務
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
︒

　

特
に
︑
こ
の
物
流
を
支
え

て
い
る
の
は
現
場
で
働
く
ド

ラ
イ
バ
ー
で
す
︒
こ
の
業
界

で
働
く
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー

・
従
業
員
が
気
持
ち
よ
く
働

く
こ
と
が
で
き
︑
そ
の
家
族

が
安
心
し
て
仕
事
に
送
り
出

せ
る
業
界
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒
さ
ら
に
は
︑
業
界

全
体
で
﹁
正
直
者
が
馬
鹿
を

見
な
い
﹂
よ
う
な
制
度
が
求

め
ら
れ
ま
す
︒
そ
の
た
め
に

は
︑
一
層
行
政
に
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
を
理
解
し
︑
支

援
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
︒

最
後
に
︑
行
政
機
関
や
全

ト
協
な
ど
へ
の
要
望
︑
ま

た
は
会
員
事
業
者
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
ご
ざ
い
ま

す
か
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
働

く
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
一
般
産

業
平
均
よ
り
約
２
割
労
働
時

間
が
長
く
︑
約
１
~
２
割
賃

金
水
準
が
低
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の
よ
う

な
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
す
か

ら
︑
経
済
産
業
省
や
農
林
水

産
省
な
ど
の
関
係
省
庁
は
︑

こ
の
点
を
問
題
視
し
て
︑
そ

の
対
策
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒
本
来
は
自

由
競
争
で
︑
運
賃
は
経
済
原

理
で
決
定
す
る
こ
と
は
十
分

に
承
知
し
て
い
ま
す
が
︑
実

際
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
と
荷
主
企
業
と
の
力
関
係

の
差
は
絶
対
的
で
あ
り
︑
だ

か
ら
こ
そ
︑
メ
ス
を
入
れ
て

ほ
し
い
部
分
で
あ
る
こ
と
は
︑

業
界
に
働
く
我
々
全
て
の
人

間
の
願
い
で
す
︒

　

一
方
で
︑﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
の
周
知
に
つ
い
て
な
ど
︑

国
交
省
に
は
︑
非
常
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
︑
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
つ
い
て
も
非
常
に
深

い
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
感
じ
ま
す
︒
今
後
も
業
界

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
周
知

活
動
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
福
島
県
ト
協
単
独

で
は
︑
国
へ
の
要
望
実
現
な

ど
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
の
で
︑
全
ト
協
を
中
心
と

し
て
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
一
丸
と
な
り
行
政
に
働

き
か
け
る
こ
と
も
重
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
︒

福島県トラック協会

佐藤 信成 会長の横顔
さとう しんせい

丸ヵ運送株式会社　代表取締役

57歳
（昭和39年5月30日生まれ）

ご家族は？　妻と愛犬3匹です。娘た
ちは2人とも独立し、もう孫も4人い
ます。
ご趣味は？　たまにやるゴルフです。
地域のゴルフの会「浮舟会」に所属し
ていますが、コロナ禍でほとんど参加
できていません。
座右の銘は？　たくさんありますが、
今の状況を鑑み「雨だれ石を穿つ」

です。
最近読んだ本は？　兄が本好きだっ
たこともあり、本は元々大好きです。
若いころに読んだ、アウシュビッツ収
容所オーケストラから奇跡の生還を
遂げた女性音楽家たちの記録を描い
た、『ファニア歌いなさい』（ファニア・
フェヌロン著)が衝撃的で、強く記憶
に残っています。

▶︎マスコットキャラクター「ふくトラくん」を制作
　このたび、福島県のトラック運送業界イメージアップ事業の一環として、福島県ト協マスコットキ
ャラクターの「ふくトラくん」（写真）を制作した。また、このキャラクターのぬいぐるみも作成され、
関係者で福島稲荷神社を参拝し、ふくトラくんを配布する皆様の除災招福を祈願した。
　このぬいぐるみは、会員事業所のほか「トラックの日」のイベントや小学生向けに行っている「物
流交流授業」等の様々な活動を通じて配布している。

「給与体系改革」に取り組み「給与体系改革」に取り組み
ドライバーの労働環境改善等目指すドライバーの労働環境改善等目指す

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
佐
藤
信
成
会
長
で
す
。

協
会
の
佐
藤
信
成
会
長
で
す
。

公益社団法人

佐藤 信成 会長


